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蘇った同志社人の誇り 
同志社クラーク記念館、再生 

表紙の情景［クラーク記念館の望楼から望む今出川キャンパス］ 

「バイオエンジニア」の使命　井上 望　生命医科学部教授 
��OP COMMENTARY

レスリングでアジアジュニア選手権優勝 ～目標はこの夏初めて出場するインカレの優勝トロフィー～ 
国枝 美香さん（神学部2年次生※学年は取材時） 

INTERVIEW　～同志社人訪問～ 

��

��

CAMPUS NEWS

ANNOUNCEMENT  

オーストリア・ブンデスリーガ　レッドブル・ザルツブルク 
宮本恒靖さんに聞く 

��

　60カ月におよぶ大規模修復工事を終え、2月21日に竣工式を迎えたクラ
ーク記念館。1979年には国の重要文化財に指定されている。表紙の写真
は、搭屋の八角形の望楼から西方を望んだ風景。左手には明徳館、図書
館が見える。また、右手には至誠館、ハリス理化学館、そして同志社礼拝堂
（チャペル）、彰栄館が続き、美しい赤煉瓦の建物が並ぶ。同志社の黎明
期に建てられ今では貴重となった明治の建築物と、その後に建てられた近
代建築物が美しい調和を見せ、エキゾチックな雰囲気を醸し出している。 

大学の活動 

在学生・教員の活躍 

卒業生の活躍 

MY JOB,  MY LIFE  ～シリ－ズ 私と「仕事」～ 
・中島 智子さん（1992年工学部電子工学科卒業） 
・東川 宗照さん（1998年経済学部卒業） 

��

卒業生通信 
・五島 洋さん（1996年法学研究科博士課程（前期課程）修了） 
・浜崎 英子さん（1988年文学部文化学科心理学専攻卒業） 

��

�

コウモリの飛行の仕組みを探り、バイオ・ナビゲーション研究を推進する 

�新島襄をめぐる創作能 

��MY PURPOSE

『ONE PURPOSE』は学生・卒業生の皆さんとのコミュニケーションをはかることを目的として発行しています。 
ささいなことでも結構ですので、どしどし広報課までご意見・情報をお寄せください。 
 

�

特 集  

同志社の研究は今 

本井 康博　神学部教授 

バイオ・ナビゲーション研究センター　力丸 裕　生命医科学部教授 

京町家を拠点にした異世代協同プロジェクト／「健康のためのスポーツの重要性を考える」同志社大学ス
ポーツ健康科学部開設記念シンポジウム開催／神学部、社会学部の主たる学修校地を今出川校地に統
合／本学卒業生の牧田真有子さん文學界新人賞で辻原登奨励賞を受賞／厚生館保健センター禁煙支
援の取り組み／特定寄付奨学金募金協力者ご芳名／卒業生の新刊図書／本学教員執筆図書の紹介
／新任・退職教員 
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1
8
9
3
年
、同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、 

印
象
的
な
尖
塔
を
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
煉
瓦
造
の
建
物
が
誕
生
し
た
。 

一
組
の
ア
メ
リ
カ
人
夫
妻
の
寄
付
を
も
と
に
建
設
さ
れ
た 

ド
イ
ツ
・
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
建
物
に
は
、 

夫
婦
の
早
世
し
た
息
子
の
名
が
冠
さ
れ
た
。 

ク
ラ
ー
ク
神
学
館
、現
在
の
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
で
あ
る
。 

以
降
1
0
0
有
余
年
、同
志
社
大
学
の
神
学
教
育
・
研
究
の
拠
点
、 

さ
ら
に
は
神
学
部
以
外
の 

学
生
も
利
用
す
る
学
舎
の
一
つ
と
し
て
、 

同
志
社
の
象
徴
的
存
在
で
あ
り
続
け
た
。 

そ
し
て
今
年
、2
0
0
3
年
1
月
か
ら 

60
カ
月
に
お
よ
ぶ
大
規
模
修
復
工
事
を
経
て
、 

赤
煉
瓦
の
館
は
再
び
創
建
時
の
姿
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。 

新
た
に
「
同
志
社
人
の
誇
り
」
と
し
て
蘇
っ
た 

ク
ラ
ー
ク
記
念
館
を
特
集
す
る
。 
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ク
ラ
ー
ク
記
念
館
の
修
復
は
同

志
社
創
立
1
2
5
周
年
を
記
念

し
て
行
わ
れ
た
。1
9
9
5
年
の

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
壁
の一
部
が

破
損
し
た
こ
と
も
あ
り
、綿
密
な

構
造
調
査
及
び
耐
震
診
断
を
実
施
。

2
0
0
2
年
12
月
の
理
事
会
で
保

存
補
修
工
事
が
承
認
さ
れ
、専
門

委
員
会
を
設
置
し
て
修
復
内
容

を
検
討
し
た
結
果
、修
復
工
事
は

「
半
解
体
修
理
」と
い
う
方
針
で

進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。主
な

修
復
内
容
は
、破
損
あ
る
い
は
腐

朽
し
た
箇
所
を
健
全
な
状
態
に
す

る「
修
理
」、詳
細
な
調
査
と
検
討

に
基
づ
き
、1
1
0
年
間
に
改
造

さ
れ
て
き
た
箇
所
を
建
設
当
初
の

状
態
に
戻
す「
復
原
」、そ
し
て
建

物
全
体
の「
構
造
補
強
」の
3
点
。

設
計
監
理
は
京
都
府
教
育
委
員

会
に
委
託
。2
0
0
3
年
1
月
か

ら
工
事
を
開
始
し
た
。お
よ
そ
60

カ
月
に
お
よ
ぶ
工
事
に
要
し
た
費

用
は
10
億
1
7
6
0
万
円（
文
化

庁
よ
り
工
事
費
の
2
分
の
1
を
補

助
）。工
事
従
事
者
は
延
べ
1
万

8
4
0
0
人
に
達
し
た
。 

 

白な
の教
同志
新し

もともと「講堂」として授業や講演などが行われていたが、1963年に教室不足を補うた
め２つの部屋に仕切られた。今回の修復工事を機に、別の天井で隠されていた船底
天井を見えるようにし、講演台側壁面の絵を復原、３つのシャンデリアも整備された。オ
ルガンも入り質実な礼拝堂となり、チャペル・アワーなどで使用される。 

黒光りする階段はクラーク記念館のシンボ
ルの１つ。今回の解体時、戦時下に予科
の学生が自分の名前と日付を彫った跡が
見つかり、クラーク記念館が長きにわたっ
て学生とともにあったことがあらためてわか
った。塔屋の望楼へ上る階段は、人が１人
ようやく通れるほどの狭さ。 

正面のポーチを入ってすぐ上にある欄間には、
クラーク記念館が建設されたときの本来の意
義を示す「神学館」の金文字が彫られている。
裏側の「Byron Stone-Clarke Memorial Hall」
の金文字は、建設資金の提供元であるB.W.
クラーク夫妻の早世した子息の名。 

【内観】 

欄間 

クラーク・チャペル 

望楼への階段 

1階 

2階 

教室 
教室 

教室 

教室 

集会室 

ラウンジ 

キリスト教 
文化センター 
事務室 

3階 

3

4

5

6

7

8

8

6

7
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8
4
0
0
人
に
達
し
た
。 

 

塔屋 
３階建て煉瓦造りで、クラーク記念館
のシンボルである尖塔。緑青色の銅
板葺きの屋根は建設当時の鉄板葺
きに復原された。黒色が日差しに照
り映え、よりクラシカルな雰囲気を醸
し出している。木造八角形の望楼の
小窓上部には尖塔飾りを復原し、望
楼先端の突針を交換。従来の突針
の木肌には「昭和９年９月21日」とい
う日付と、工事を担当した職人、大学
関係者の名前が彫られており、1934
年の室戸台風で被害を受けた際に
修理されていたことがわかった。 

玄関を入ると、明治時代に戻ったようなアンティークな空間が広がる。当初のま
まの部材を使って復原された階段も、黒光りする手すりが往時の面影を偲ばせる。 

天井と壁の境目を漆喰で施した「蛇腹」や当初の美しい真っ白な
壁、天井を、左官の伝統的な手法で再現するなど、明治時代の教
室が修理・復原され、再び使えるようになった。椅子や机は、同志
社に保管されていた明治時代のものを参考に、昔風のものが新し
く作られた。 

もともと「
め２つの
天井を見
ルガンも

1931年頃に取り除かれたヨーロッパ風
のドーマー窓を復原。当初の設計では
屋根裏部屋を作る意図があり、明かり
採り用に必要としたが、結果的に屋根
裏部屋を作らないことになったため、創
建当時は屋根の板を張った後から窓を
のせた形で使っていた。しかし、そのま
までは構造的に弱く、危険でもあること
から取り外されたものと思われる。今回
の復原では、小屋裏の材料と組み合わ
せて堅牢な構造にしたが、活用上は直
接必要なものではない。 

建設当初はあったものの取り払われていた煙突の
雨除けを復原。煙突の下部は１階に設えられた暖
炉に通じており、今回の工事で煙突内のつまりが
除去され、暖炉は実際に使えるようになった。 

ドーマー窓（屋根窓） 

【外観】 

煙突雨除け 

ク

教室 

ホール 

1階 

2階 

教室 

教室 

1

3

6

2

1

2

3

4

5

6
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空
調
な
ど
の
設
備
を
違
和
感
な
く
収
め

1
8
9
2
年
11
月
　
定
礎
式 

1
8
9
3
年
9
月
　
ク
ラ
ー
ク
神
学
館
に
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
新
学
期
開
始 

　
　
　
　
　
　
　
　 

1
8
9
4
年
1
月
　
開
館
式 

 1
9
3
4
年
　
　
　
室
戸
台
風
被
害
に
よ
る
修
理
工
事 

 

1
9
6
3
年
　
　
　
現
神
学
館
が
竣
工 

 1
9
7
9
年
　
　
　
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定 

その他の同志社の重要文化財  

1887年に書籍館として竣工。設計はD.C.グ
リーンで、空から見ると建物の平面は十字形
になっている。1922年、図書館として役割を
終えたこの建物を、当時の総長だった海老
名弾正が命名した。 

1884年竣工。京都市内に現存する煉瓦建
築物では最古のもの。アメリカン・ボードから
寄付を得て建築された。設計はD.C.グリーン、
施工は大工の棟梁である尾瀧菊太郎。中央
正面の時計塔と鐘塔を兼ねた塔屋に特徴
がある。 

1886年竣工。日本にあるプロテスタントの煉
瓦造の礼拝堂では、現存する最古のもの。
設計はD.C.グリーン。アメリカン・ゴシック様
式で、急勾配の切妻屋根が美しい建物。 

1890年竣工。アメリカの実業家J.N.ハリス
から10万ドルの寄付を得て、ハリス理化学校
（理工学部の前身）の中心施設として建築
された。A.N.ハンセルの設計で、建物の煉瓦
積方式はイギリス・ゴシック。当初は、屋上天
文台の塔が付けられていた。 

ク
ラ
ー
ク
記

工
事

工
式
、

4
月
に
上
棟
式
が
行
わ
れ
、9
月
に
ほ
ぼ
完
成
。 

同
月
19
日
か
ら
本
科
・
別
科 

両
神
学
生
の
授
業
が
始
ま
っ
た
。 

当
時
の
名
称
は
「
久
良
留
久（
ク
ラ
ー
ク
）神
学
館
」
。 

1
月
30
日
に
、同
志
社
公
会
堂（
現
チ
ャ
ペ
ル
）で 

開
館
式
が
行
わ
れ
た
。 

屋
内
外
と
も
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。 

「
建
築
設
計
図
」「
新
築
仕
様
書
等
」
も 

同
時
に
附（
つ
け
た
り
）指
定
を
受
け
た
。 

現
神
学
館
が
竣
工
し
た
た
め
「
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
」
と
改
称
。 

教
室
は
神
学
教
育
以
外
に
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

有終館 ハリス理化学館 礼拝堂（チャペル） 彰栄館 

お
知
ら
せ 

■
第
33
回 N

eesim
a R
o
o
m

企
画
展 

【
題
名
】よ
み
が
え
る 

ク
ラ
ー
ク
記
念
館 

ク
ラ
ー
ク
記
念
館
は
1
8
9
3
年
に
神
学
館
と
し
て
竣
工
し
て
以
来
、「
同
志
社

の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
そ
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。
同
志
社
が
創
立
さ
れ
た
明

治
時
代
、発
展
期
を
迎
え
た
大
正
時
代
、そ
し
て
多
く
の
学
生
と
教
職
員
を
戦
地

へ
と
送
り
出
し
た
戦
中
期
に
も
、ク
ラ
ー
ク
記
念
館
は
同
じ
場
所
で
同
志
社
を
見

つ
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
企
画
展
で
は
、ク
ラ
ー
ク
記
念
館
の
由
来
や
歴
史
を
振

り
返
り
な
が
ら
、復
原
さ
れ
た
箇
所
、工
事
中
の
新
発
見
、匠
た
ち
の
伝
統
的
な
技

能
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。こ
れ
を
機
会
に
、よ
み
が
え
っ
た
ク
ラ
ー
ク
記
念

館
を
よ
り
一
層
身
近
に
感
じ
て
く
だ
さ
い
。 

●
期
間
　
2
0
0
8
年
4
月
1
日（
火
）〜
2
0
0
8
年
7
月
31
日（
木
） 

●
時
間
　
10
時
〜
17
時（
土
・
日
は
16
時
ま
で
） 

●
場
所
　
同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
　 

　
　
　
　
ハ
リ
ス
理
化
学
館
2
階
　N

eesim
a

　R
oom
 

●
閉
室
日
　
祝
日
、4
月
29
日（
火
）〜
5
月
6
日（
火
） 

 

―
公
開
講
演
会
― 

●
講
師
　
鶴
岡
典
慶
氏（
京
都
府
教
育
庁
指
導
部
文
化
財
保
護
課
　
文
化
財
専
門
技
術
員
） 

●
演
題
　
「
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

〜
５
年
間
の
修
復
工
事
を
終
え
て
〜
」 

●
日
時
　
2
0
0
8
年
5
月
17
日（
土
）13
時
30
分
〜
14
時
30
分 

●
場
所
　
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
2
階
　
ク
ラ
ー
ク
・
チ
ャ
ペ
ル 

（
お
問
い
合
わ
せ
先
　
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
　T

E
L :075-251-3042

） 
 

■
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行 

ク
ラ
ー
ク
記
念
館
保
存
修
理
工
事
の
終
了
を
記
念

し
て
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
ま
し
た
。ク
ラ
ー
ク

記
念
館
の
歴
史
、修
復
工
事
の
様
子
、職
人
の
技

術
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。ク
ラ
ー
ク
記
念
館

に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

（
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門
、西
門
門
衛
所
に
備
付
） 

 

■
今
出
川
校
地
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー 

本
学
の
学
生
ガ
イ
ド
が
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
を
案
内
し
ま
す
。
国
の
重
要
文
化
財
で

あ
る
明
治
建
築
の
建
物
か
ら
意
外
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
秘
め
た
名
所
ま
で
、多
く
の
見

ど
こ
ろ
が
同
志
社
大
学
の
歴
史
と
伝
統
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
学
生
ガ
イ
ド（
時
給

8
8
0
円
）も
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、本
学
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 2
0
0
8
年
度
の
実
施
予
定
　 

●
4
月
12
・
19
日（
土
）　
●
10
月
4
・
25
日（
土
）　 

●
5
月
10
・
24
日（
土
）　
●
11
月
1
・
15
日（
土
） 

●
6
月
14
・
21
日（
土
）　
●
12
月
6
日（
土
） 

10
時
〜
11
時
30
分
　
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー 

※
集
合
場
所
は
当
日
正
門
・
西
門
で
ご
案
内
し
ま
す（
参
加
無
料
）。 

（
お
問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
部
広
報
課
　T

E
L :075-251-3120

） 
 

　
同
志
社
の
創
立
者
・
新
島
襄
が
世
を
去
っ
た

頃
、卒
業
生
た
ち
に
よ
っ
て
新
島
の
名
を
冠
し

た
神
学
館
建
設
の
た
め
の
募
金
活
動
が
始
ま

っ
た
。寄
付
金
が
思
う
よ
う
に
集
ま
ら
ず
計
画

が
頓
挫
し
か
け
る
中
、ア
メ
リ
カ
人
の
ク
ラ
ー
ク

夫
妻
か
ら
、館
名
に
早
世
し
た
息
子
の
名
前

を
入
れ
る
こ
と
、息
子
を
称
え
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
設
置
す
る
こ
と
を
条
件
に
、ア
メ
リ
カ
ン・ボ

ー
ド
を
通
じ
て
約
1
万
ド
ル
の
寄
付
金
が
提

供
さ
れ
た
。そ
れ
を
も
と
に
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
の
建
設
は
ス

タ
ー
ト
し
、同
志
社
の
5
番
目
の
煉
瓦
建
築
と
し
て
誕
生

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
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重
要
だ
っ
た
の
は「
復
原
」と
い
う
こ
と

で
す
。想
像
的
に
作
っ
て
し
ま
え
ば
、そ
れ

は
復
原
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。古
い
写

真
を
調
べ
て
た
ま
た
ま
残
っ
て
い
た
も
の

を
参
考
に
、大
き
さ
や
高
さ
、幅
な
ど
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
細
か
い
寸
法
を
割
り
出
し
て
い

き
ま
し
た
。設
計
図
は
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、

作
っ
て
い
く
中
で
い
ろ
ん
な
変
更
が
な
さ

れ
て
お
り
、高
さ
が
違
っ
て
い
た
り
、平
面

図
の
大
き
さ
が
違
っ
て
い
た
り
と
い
う
こ
と

が
か
な
り
あ
り
ま
し
た
の
で
、解
体
し
て
い

き
な
が
ら
そ
こ
に
あ
る
い
ろ
ん
な
痕
跡
を

た
ど
っ
て
い
く
と
い
う
方
法
を
取
り
ま
し

た
。加
え
て「
補
強
」と
い
う
こ
と
も
大
き

な
問
題
で
し
た
。構
造
的
に
強
化
す
る一
方
、

完
成
し
た
後
、補
強
し
た
部
分
を
目
に
触

れ
さ
せ
た
く
な
い
。ど
う
い
う
補
強
を
す

れ
ば
目
立
た
な
い
か
に
つ
い
て
構
造
の
専

門
家
と
協
議
を
繰
り
返
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
し
た
。 

  
　
復
原
す
る
一
方
、完
成
後
実
際
に
使
用

す
る
こ
と
が
条
件
で
し
た
か
ら
、復
原
と

活
用
を
両
立
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

空
調
な
ど
の
設
備
を
違
和
感
な
く
収
め

る
な
ど
、活
用
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
、な

お
か
つ
建
物
と
し
て
の
復
原
を
整
え
る
、そ

の
点
で
は
気
を
使
い
ま
し
た
。私
自
身
、こ

れ
ま
で
は
寺
院
や
神
社
の
修
理
が
多
か
っ

た
も
の
で
す
か
ら
、煉
瓦
造
の
近
代
建
築

を
担
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
若
干
の
不
安

は
あ
り
ま
し
た
が
、ド
イ
ツ
人
の
設
計
で
も
、

実
際
に
施
工
に
携
わ
っ
た
の
は
日
本
人
な

の
で
、よ
く
見
て
い
く
と
仕
事
と
し
て
似

た
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
。調
査

を
し
て
い
て
も
明
治
時
代
の
職
人
さ
ん
の

や
り
方
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、技
術
者

と
し
て
は
や
り
が
い
の
あ
る
楽
し
い
仕
事

で
し
た
。 

  

　
明
治
時
代
と
同
じ
空
間
を
共
有
し
て

い
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
な
が
ら
使
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。そ
う
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
歴
史
を
感
じ
て
も
ら
い
、ま
た
次
の

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
と
い
う
意
識
で
、

大
切
に
し
、愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。 

 

1
9
7
9
年
　
　
　
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定 

1887年に書籍館
リーンで、空から見
になっている。192
終えたこの建物を
名弾正が命名した

ク
ラ
ー
ク
記
念
館
保
存
修
理
工
事
竣
工
式
、 

一
般
公
開
開
催 

屋
内
外
と
も
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。 

「
建
築
設
計
図
」「
新
築
仕
様
書
等
」
も 

同
時
に
附（
つ
け
た
り
）指
定
を
受
け
た
。 

I N T E R V I E W

文
化
財
専
門
技
術
員
・ 

鶴
岡
典
慶
さ
ん
に
聞
く 

修
復
工
事
の
設
計
監
理
を
担
っ
た 

京
都
府
教
育
庁
指
導
部 

文
化
財
保
護
課
か
ら 

 

有終館 

●

月
1
2
（
土
）　
●
1
月

1
（
土
） 

●
6
月
14
・
21
日（
土
）　
●
12
月
6
日（
土
） 

10
時
〜
11
時
30
分
　
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー 

※
集
合
場
所
は
当
日
正
門
・
西
門
で
ご
案
内
し
ま
す（
参
加
無
料
）。 

（
お
問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
部
広
報
課
　T

E
L :075-251-3120

） 
 

鶴
岡
典
慶
さ
ん 

●
苦
労
さ
れ
た
点
は 

●
修
復
工
事
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
の
は 

●
こ
こ
で
学
ぶ
学
生
た
ち
に
望
む
こ
と
は 

　
同
志
社
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
の
大
規
模
修
復
工
事

が
終
わ
り
、2
月
21
日（
木
）、ア
ー
チ
状
の
船
底
天

井
に
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
の
灯
る
ク
ラ
ー
ク・チ
ャ
ペ
ル
で
竣

工
式
が
行
わ
れ
た
。来
賓
に
文
化
庁
、ク
ラ
ー
ク
記

念
館
保
存
修
理
専
門
委
員
の
方
々
を
お
迎
え
し
、

同
志
社
関
係
者
、工
事
関
係
者
な
ど
約
1
2
0
人

が
出
席
し
た
。 

　
式
典
は
賛
美
歌
2
3
4
Ａ
の
合
唱
で
始
ま
り
、

水
谷
誠
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
の
聖
書

朗
読
と
祈
祷
の
後
、亀
井
修
二
施
設
部
長
が
工
事

の
経
過
を
報
告
。続
い
て
挨
拶
に
立
っ
た
大
谷
實
同

志
社
総
長
は
、ク
ラ
ー
ク
記
念
館
の
歴
史
、修
復
工

事
に
関
係
し
た
機
関
、

団
体
な
ど
に
つい
て
説
明
、

関
係
者
へ
の
謝
辞
を
述

べ
る
と
と
も
に
今
後
の

活
用
と
保
存
に
向
け
て

の
決
意
を
語
っ
た
。さ

ら
に
、来
賓
を
代
表
し

て
文
化
庁
文
化
財
部

参
事
官
付（
建
造
物
担
当
）主
任
調
査
官
の
村
田

健
一
氏
が
、工
事
関
係
者
の
尽
力
に
敬
意
を
表
し
、

今
後
文
化
財
と
し
て
市
民
に
愛
さ
れ
て
い
く
よ
う

期
待
を
述
べ
た
の
に
続
き
、八
田
英
二
同
志
社
大

学
長
が「
同
志
社
人
の
誇
り
と
す
る
ク
ラ
ー
ク
記
念

館
が
復
原
さ
れ
、学
生
、教
職
員
、市
民
の
方
々
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
私
た
ち
の
歓
び
と
す
る

と
こ
ろ
で
す
。私
自
身
も
ゼ
ミ
で
学
び
ま
し
た
が
、

多
く
の
学
生
に
と
っ
て
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
は
思
い
出

と
な
っ
て
き
た
建
物
で
す
。実
際
に
学
生
が
学
ぶ
教

育
の
場
で
あ
る
こ
と
は
、ク
ラ
ー
ク
記
念
館
の
大
き

な
特
色
で
す
。教
育
に
も
使
う
、チ
ャ
ペ
ル
と
し
て
も

使
う
、こ
れ
ほ
ど
同
志
社
ら
し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。同
志
社
の
建
学
の
精
神
に
立
ち
返
り
、今
後
と

も
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
を
教
育
、徳
育
の
原
点
と
し
て

活
用
し
て
い
き
た
い
」と
挨

拶
し
た
。 

　
ま
た
23
日
に
は
、修
復
さ

れ
た
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
の
内

部
を
一
般
市
民
に
も
公
開
し

た
。午
前
10
時
〜
午
後
1

時
の
公
開
時
間
、デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を

手
に
熱
心
に
撮
影
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
他
、チ
ャ
ペ

ル
で
行
わ
れ
た
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
は
椅
子
席

が
す
べ
て
埋
ま
り
、立
っ
た
ま
ま
耳
を
傾
け
る
人
も

出
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。訪
れ
た
市
民
の
多

く
は
、同
志
社
で
学
ん
だ
卒
業
生
た
ち
。中
・
高
・
大

と
同
志
社
だ
っ
た
と
い
う
男
性（
59
）は「
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
ね
。昔
の
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
を
思
え
ば

雲
泥
の
差
で
す
」と
感
慨
深
げ
に
話
し
た
。ま
た
、

施
工
を
担
当
し
た（
株
）奥
谷
組
の
工
事
関
係
者

も
来
校
。実
際
に
修
復
工
事
に
携
わ
っ
た
若
手
の

宮
大
工
た
ち
は「
普
段
は
寺
社
の
建
築
や
修
復
の

仕
事
が
中
心
。こ
う
い
っ
た
洋
風
建
築
物
の
文
化
財

修
復
に
携
わ
っ
た
こ
と
は
、今
後
の
貴
重
な
経
験
に

な
る
と
思
う
」と
話
し
、完
成
し
た
ク
ラ
ー
ク
記
念

館
を
前
に
目
を
輝
か
せ
た
。 
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能の前半、新島襄（右）と八重夫人（左）。病床の新島は学生の見舞いに慰められ、「庭上梅」に自らの信念を託し、同志社の発展を願う。（写真提供：井上裕久氏） 

シ
　
　
テ 

て
い
し
ょ
お
の
ん
め 

し
　
よ
う 

） 

お
か 

ご
と
し 

あ 

神学部教授　本井 康博 

  

　
新
島
襄
を
主
人
公
に
し
た
創
作
能
が
、東
京

千
駄
ヶ
谷
の
国
立
能
楽
堂
で
上
演
さ
れ
た
。去

る
2
月
12
日
の
こ
と
で
、新
島
の
1
6
5
回
目
の

誕
生
日
に
あ
た
る
。彼
は
こ
の
日
、幕
末
の
江
戸

で
生
ま
れ
た
。 

　
歴
史
上
の
人
物
、と
く
に
近
現
代
に
生
き
た

人
物
が
能
の
シ
テ
に
な
る
例
は
、あ
ま
り
な
い
。そ

の
点
、新
島
に
は
き
わ
め
て
恵
ま
れ
た
こ
と
で
、

今
回
の
演
能
が「
故
郷
に
錦
を
飾
る
」
好
機
会

と
な
っ
た
。会
場
に
は
、ア
メ
リ
カ
大
使
館（
広
報

文
化
交
流
部
）の
キ
ャ
サ
リ
ン・
L
・
ジ
ャ
イ
ル
ズ-

デ
ィ
ア
ズ
さ
ん
を
始
め
と
す
る
来
賓
の
他
に
、

2
5
0
0
人
を
超
え
る
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選

で
選
ば
れ
た
6
0
0
人
が
、70
分
に
お
よ
ぶ
能

舞
台
を
堪
能
し
た
。 

    

　
こ
の
新
作
能
は
、梅
を
愛
好
し
た
新
島
に
ち

な
ん
で
、「
庭
上
梅
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。「
同
志

社
紫
謡
会
」（
同
志
社
大
学
能
楽
部
観
世
会

O
B
の
会
）が
数
年
か
け
て
制
作
し
た
も
の
で
、

2
0
0
5
年
に
同
志
社
創
立
1
3
0
周
年
を

記
念
し
て
、学
内
の「
寒
梅
館
」で
初
演
さ
れ
て

い
る
。館
名
は
新
島
の
漢
詩
に
ち
な
む
。 

　
新
島
は
梅
を
愛
好
し
、漢
詩
を
2
篇
残
し
た
。

ひ
と
つ
は「
庭
上
の一
寒
梅
」で
、「
笑
ふ
て
風
雪
を

侵
し
て
開
く
」。も
う
1
篇
は「
寒
梅
」で
、「
真

理
は
寒
梅
の
似
　
敢
え
て
風
雪
を
侵
し
て
開
く
」。

風
雪
を「
敢
え
て
」、し
か
も「
笑
ふ
て
」乗
り
切

る

の

に

島
は

し
、

す
る
。

は
、1
8
9
0

の

ら
は

の
中
で

島
の

と

を

に
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新
島
は
、誰
に
対
し
て
も
水
平
目
線
、一
視
同
仁
で

あ
っ
た
。
学
生
た
ち
に
、「
自
分
を
先
生
と
呼
ば
な
い
で
。

新
島
さ
ん
と
呼
ぶ
よ
う
に
」
と
懇
請
も
し
た
。
生
徒
、

学
生
ら
が
「
お
い
、五
平
！
」
と
呼
び
捨
て
に
し
た
用
務

員
の
松
本
五
平
を
、校
長
の
新
島
は
い
つ
も
「
五
平
さ

ん
」
と
呼
ん
だ
。 

　
「
さ
ん
」
付
け
さ
れ
た
松
本
は
、大
感
激
し
た
。
後
に

新
島
か
ら
洗
礼
を
受
け
て
信
徒
と
な
っ
た
ば
か
り
か
、

「
死
後
も
先
生
の
墓
守
を
」
と
希
望
し
、洛
東
の
同
志

社
墓
地
に
あ
る
新
島
の
墓
前
に
葬
ら
れ
た
。 

　
校
長
と
用
務
員
が
共
に
登
場
す
る
、そ
れ
も
能
と
狂

言
の
主
役
を
張
る
、と
い
う
の
も
、同
志
社
的
で
あ
る
。 

能の前半、新島襄（右

ひ
　
れ
き 

あ
い 

能の後半、２１世紀の学生３人が新島の志を体得した「舞」を舞い、同志社精神を高らかに謳う。（写真提供：井上裕久氏） 

松本五平の間狂言　新島の米国での募金のエピソードなどを語る。 
（写真提供:井上裕久氏） 

能楽堂ロビーでは、新島襄・同志社展示が行われた他、同志社グッズの販売もあり、 
多くの人で賑わった。（写真提供：同志社社史資料センター） 

　
1
8
4
3
年
2
月
12
日
、上
州
安
中
藩
の
江

戸
藩
邸（
神
田
一
ツ
橋
）で
下
級
武
士
の
長
男
と

し
て
誕
生
し
た
。
少
年
時
代
、蘭
学
や
英
学
を

学
び
、自
由
や
欧
米
文
明
に
憧
れ
た
。つ
い
に
21

歳
で
函
館
か
ら
密
出
国
を
敢
行
。
欧
米
で
9
年

間
過
ご
し
、牧
師
、宣
教
師
と
な
っ
て
1
8
7
4

年
に
帰
国
し
た
。
翌
年
、京
都
で
会
津
若
松
出

身
の
八
重
と
結
婚
し
、キ
リ
ス
ト
教
系
男
子
校（
同

志
社
英
学
校
）を
設
立
。
教
員
2
名
、学
生
8
名

の
さ
さ
や
か
な
出
発
で
あ
っ
た
。 

　
以
後
、1
8
9
0
年
に
大
磯
で
死
去
す
る
ま

で
、大
学
設
立
の
た
め
に
東
奔
西
走
し
た
。 

 

お
か 

ご
と
し 

あ 

新
島
襄
っ
て 

な
ぜ
、「
庭
上
梅
」
？ 

　
新
島
の
人
生
は
、ま
る
で
寒
梅
の
開
花
の
よ

う
で
あ
る
。
寒
梅
を
モ
デ
ル
に
す
る
か
の
よ
う
に
、

悪
条
件
や
試
練
に
「
敢
え
て
」
立
ち
向
か
っ
た
一

生
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
梅
へ
の
共
鳴
が
、新
作

能
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
現
れ
て
い
る
。 

　
こ
の
能
は
、大
筋
で
史
実
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、

新
島
と
交
流
の
あ
っ
た
木
戸
孝
允
や
、井
上
馨
、

伊
藤
博
文
、板
垣
退
助
と
い
っ
た
「
偉
い
人
」
は

ひ
と
り
も
出
な
い
。
出
る
の
は
無
名
の
人
ば
か
り
。

こ
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
が
、新
島
の
生
き
方
を
暗
示

し
て
い
る
。つ
ま
り
、「
庭
上
梅
」
は
、い
か
に
も 

新
島
的
と
言
う
か
、新
島
流
を
貫
き
通
し
て
い
る
。 

て
い
し
ょ
お
の
ん
め 

松
本
五
平 

C o l u m n

ひ
と
つ
は「
庭
上
の一
寒
梅
」で
、「
笑
ふ
て
風
雪
を

侵
し
て
開
く
」。も
う
1
篇
は「
寒
梅
」で
、「
真

理
は
寒
梅
の
似
　
敢
え
て
風
雪
を
侵
し
て
開
く
」。

風
雪
を「
敢
え
て
」、し
か
も「
笑
ふ
て
」乗
り
切

る
寒
梅
の
姿
に
新
島
は
共
鳴
し
、共
感
す
る
。彼

は
梅
の
開
花
に
自
分
の
生
き
方
を
投
影
し
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。 

　
と
こ
ろ
で
新
島
の
能
面
は
、専
用
面
と
し
て
特

別
に
制
作
さ
れ
た
。生
前
の
新
島
を
髣
髴
さ
せ

る
よ
う
な
、精
巧
な
作
り
が
評
判
を
呼
ん
だ
。初

演
同
様
に
今
回
の
再
演
で
も
新
島
襄
の
役
は
、

観
世
流
シ
テ
方
の
井
上
裕
久
氏
が
務
め
た
。謡

本
作
成
の
中
軸
者
で
も
あ
る
。　
　 

 

　 

  

　
登
場
人
物
は
、新
島
の
他
、新
島
夫
人（
八
重
）

と
学
生
た
ち
で
あ
る
。シ
テ
や
笛
、太
鼓
、後
見（
演

者
の
背
後
で
そ
の
世
話
を
す
る
人
）な
ど
の
演
者

は
、同
志
社
大
学（
能
楽
部
）卒
業
生
が
ほ
と
ん

ど
で
、「
地
謡
」（
8
人
）に
は
現
役
の
同
志
社
大

学
生
も
4
人
出
演
し
た
。 

　
舞
台
設
定
は
、1
8
9
0
年
初
頭
の
神
奈
川

県
大
磯
の
旅
館
、百
足
屋
。新
島
は
こ
こ
で
最
後

の
正
月
を
迎
え
て
い
た
。大
学
設
立
運
動
の
た
め
、

京
都
か
ら
関
東
へ
赴
い
た
も
の
の
、途
上
で
倒
れ
、

前
年
末
に
療
養
の
た
め
温
暖
な
湘
南
に
移
っ
て
い

た
。し
か
し
、結
局
、新
島
は
同
年
1
月
23
日
、こ

こ
で
永
眠
す
る
。 

　
能
は
、前
後
半
の
2
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

前
半
は
、京
都
か
ら
見
舞
い
に
き
た
同
志
社
学

生
に
向
か
っ
て
、新
島
が
創
立
期
の
苦
難
や
学
園

紛
争
な
ど
を
し
み
じ
み
と
語
る
と
い
う
も
の
。 

　
前
半
が
終
わ
る
と
、間
狂
言
が
入
る
。作
詞
と

出
演
は
大
蔵
流
狂
言
師
の
木
村
正
雄
氏
で
、自

身
、松
本
五
平
役
を
務
め
た
。松
本
と
い
う
の
は
、

初
期
同
志
社
の
名
物
用
務
員
で
、新
島
校
長
か

ら「
さ
ん
」付
け
で
呼
ば
れ
た
感
激
な
ど
を
独
白

す
る
。 

　
狂
言
の
後
、能
の
後
半
が
続
く
。今
度
は
21
世

紀
の
学
生
3
人
が
登
場
し
、夢
物
語
を
語
る
。彼

ら
は
夢
の
中
で
新
島
の
精
神
と
志
を
相
互
に 

披
瀝
し
合
う
。
同
志
社
マ
ー
ク（
徽
章
）入
り
の

扇
子
を
片
手
に
、3
人
が
同
志
社
精
神
を
身
体

に
み
な
ぎ
ら
せ
、輪
に
な
っ
て
喜
び
舞
う
シ
ー
ン
で

能
は
終
わ
る
。 

じ
　
う
た 

む

か

で

や

 

ほ
う 

ふ
つ 
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　バイオ・ナビゲーションに関する基礎・応用研究を多角的に推し進めるための国際的研究拠点、そして国内・国際共同研究を遂行するための研

究者の窓口として、２００６年８月、同志社大学に開設されたのが「バイオ・ナビゲーション研究センター」だ。そこでは、独自開発した超小型テレマイ

クシステムを用い、超音波をソナーとして飛ぶコウモリの飛行の仕組みを探る研究を進めている。「脳の中の神経情報処理の解明」をテーマに研

究を行い、今春から新設の生命医科学部教授に就任した力丸裕センター長に、現在取り組んでいる内容について伺った。 

同 志 社 の 研 究 は 今  

バイオ・ナビゲーション研究センター 

力
丸 

裕 

【
生
命
医
科
学
部
教
授
】 

超小型テレマイク 

コウモリの鳴き声（超音波）を解析 

　
当
研
究
セ
ン
タ
ー
は
バ
イ
オ
・
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の

国
際
的
研
究
拠
点
で
あ
り
、共
同
研
究
の
窓
口
で

も
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
研
究

の
要
と
な
る
の
が
、私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
開

発
し
た
超
小
型
テ
レ
マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム
で
す
。こ
れ

は
飛
ん
で
い
る
コ
ウ
モ
リ
に
搭
載
で
き
る
極
め
て
小

型
の
超
音
波
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
シ
ス
テ
ム
で
す
。 

　
通
常
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
シ
ス
テ
ム
で
は
コ
ン
デ
ン

サ
マ
イ
ク
を
使
い
ま
す
か
ら
、非
常
に
高
い
電
圧
を

か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
う
す
る
と
当
然
大

き
く
重
い
バッ
テ
リ
ー
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、そ

れ
で
は
コ
ウ
モ
リ
に
積
む
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。し
た
が
っ
て
超
小
型
テ

レ
マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム
で
は
、あ
ら

か
じ
め
コ
ン
デ
ン
サ
の
間
に

電
圧
の
か
か
っ
た
エ
レ
ク
ト
レ

ッ
ト
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
を
使
い
、

ア
ン
プ
、バッテ
リ
ー
、ア
ン
テ
ナ
、

送
信
機
も
含
め
て
、総
重
量

が
0.5
〜
0.6
グ
ラ
ム
と
極
め
て
軽
く

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
最
初
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
開
発
し
た
1
9
9
0

年
代
の
終
わ
り
頃
に
は
、ま
だ
重
量
が
3
グ
ラ
ム

く
ら
い
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
で
も
大
型
の
コ
ウ
モ
リ

に
は
搭
載
で
き
、そ
れ
ま
で
は
収
集
不
可
能
だ
っ
た

デ
ー
タ
を
計
測
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。今

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
さ
ら
に
小
型
化
が
進
ん
で
い
る
の

で
す
が
、小
型
・
軽
量
化
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

っ
た
の
は
、数
年
前
に
日
本
政
府
が
外
国
か
ら
の
コ

ウ
モ
リ
の
輸
入
を
全
面
禁
止
に
し
た
こ
と
で
す
。

そ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
、体
重
が
50
グ
ラ
ム
ほ
ど
あ

る
台
湾
産
の
コ
ウ
モ
リ
が
輸
入
で
き
な
く
な
っ
た
。

国
内
の
コ
ウ
モ
リ
は
体
重
が
5
、6
グ
ラ
ム
し
か
な

く
、そ
れ
に
見
合
っ
た
重
さ
の
装
置
で
な
け
れ
ば

搭
載
で
き
ま
せ
ん
。大
幅
な
小
型
・
軽
量
化
が
必

須
条
件
と
な
っ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
た
結

果
、現
在
の
形
に
な
り
、国
内
の
小
型
の
コ
ウ
モ
リ

に
も
搭
載
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
同

時
に
、感
度
も
よ
り
高
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
く
ら
い
小
型
で
軽
い
も
の
で
あ
れ
ば
、コ
ウ
モ

リ
以
外
の
動
物
に
載
せ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。 

　
　
バ
イ
オ
・
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、生
物
の
効
率

的
移
動
案
内
と
い
う
意
味
で
す
が
、私
た
ち
が
行

っ
て
い
る
の
は
、コ
ウ
モ
リ
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

の
仕
組
み
を
知
り
、そ
れ
を
応

用
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
が
、

彼
ら
の
持
つ
ソ
ナ
ー
シ

ス
テ
ム
、す
な
わ
ち
超

音
波
を
使
っ
た
レ
ー
ダ

ー
シ
ス
テ
ム
で
す
。ど
う

や
っ
て
コ
ウ
モ
リ
が
ソ
ナ
ー

を
使
っ
て
移
動
す
る
の
か
、

そ
の
仕
組
み
を
解
明
す
る
に
は
、ま
ず
彼
ら
が
何

を
聴
い
て
い
る
の
か
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ
れ
ま
で
飛
ん
で
い
る
コ
ウ
モ
リ
の
頭
の
位
置

で
デ
ー
タ
を
取
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

超
小
型
テ
レ
マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
そ
れ
が
可

能
に
な
り
、今
ま
で
気
が
つ
か
な
か
っ
た
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
一つ
は
、コ
ウ
モ
リ
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
処
理
能
力
で

す
。パ
ソ
コ
ン
で
同
じ
こ
と
を
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

非
常
に
速
い
演
算
速
度
が
必
要
で
す
。今
の
よ
う

に
パ
ソ
コ
ン
の
演
算
速
度
が
速
け
れ
ば
可
能
で
す

が
、以
前
は
難
し
か
っ
た
。と
こ
ろ
が
コ
ウ
モ
リ
の
使

っ
て
い
る
演
算
装
置
、つ
ま
り
脳
の
演
算
速
度
は
た

か
だ
か
1
キ
ロヘ
ル
ツ
な
の
で
す
。今
、通
常
の
パ
ソ
コ

ン
の
プ
ロ
セ
ッ
サ
は
大
体
3
ギ
ガ
ヘ
ル
ツ
で
す
か
ら
、コ

ウ
モ
リ
は
3
0
0
万
分
の
1
の
速
度
し
か
な
い
プ
ロ

セ
ッ
サ
で
演
算
し
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
処
理
を
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。し
か
も
一つ
で
は
な
く
、複
数
の

目
標
物
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
処
理
し
て
把
握
し
な

が
ら
飛
ん
で
い
る
。そ
れ
に
は
、例
え
ば
道
を
歩
い

て
い
る
時
に
、前
か
ら
来
る
人
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ

う
に
す
る
、横
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
も
気
に
な
る

の
で
そ
ち
ら
を
見
る
、蹴
つ
ま
ず
か
な
い
よ
う
足
下

に
も
注
意
す
る
。こ
れ
ら
を
絶
え
間
な
く
や
っ
て
い

く

と
い
う
も

が

。

か
も
し

な
い
し
、

も

え
る
か
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　バイオ・ナビゲ

究者の窓口として

クシステムを用い

究を行い、今春か

同 志 社 の

バイオ・ナ

コウモリを飛ばして超音波を計測する暗室。他の電波を遮断するため鉄製の板で作られている。 

コウモリの鳴き声（超音

ウ
モ
リ
の
輸
入
を
全
面
禁
止
に
し
た
こ
と
で
す
。

そ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
、体
重
が
50
グ
ラ
ム
ほ
ど
あ

る
台
湾
産
の
コ
ウ
モ
リ
が
輸
入
で
き
な
く
な
っ
た
。

国
内
の
コ
ウ
モ
リ
は
体
重
が
5
、6
グ
ラ
ム
し
か
な

て
い
る
時
に
、前
か
ら
来
る
人
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ

う
に
す
る
、横
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
も
気
に
な
る

の
で
そ
ち
ら
を
見
る
、蹴
つ
ま
ず
か
な
い
よ
う
足
下

に
も
注
意
す
る
。こ
れ
ら
を
絶
え
間
な
く
や
っ
て
い

く「
時
分
割
処
理
」と
い
う
も
の
が
必
要
で
す
。今

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ら
い
く
つ
か
の
こ
と
を
同
時
に
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
処
理
で
き
ま
す
が
、遅
い
処
理
速
度

で
は
当
然
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
は
不
可
能
で
す
。な
の

に
コ
ウ
モ
リ
は
、パ
ソ
コ
ン
の
3
0
0
万
分
の
1
と
い

う
遅
い
速
度
で
処
理
し
て
い
る
。そ
の
仕
組
み
が
、

こ
の
超
小
型
テ
レ
マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。で
す
か
ら
こ
れ
は
、ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
な
く
、信
号
処
理
の
や
り
方

に
も
役
に
立
つ
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。こ
う
し
た

仕
組
み
を
応
用
す
る
と
、遅
い
処
理
速
度
で
も
速

い
演
算
能
力
を
持
っ
た
省
エ
ネ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
つ

く
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、コ
ウ
モ
リ
が
鳴
き
声（
超
音
波
）を
出
す

の
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
、そ
の
反
射
音（
エ
コ
ー
）を
聴
く

の
が
イ
ン
プ
ッ
ト
に
な
る
わ
け
で
す
が
、彼
ら
は
そ
の

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
イ
ン
プ
ッ
ト
を
繰
り
返
し
て
飛
ん

で
い
ま
す
。そ
の
飛
行
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、彼

ら
が
目
標
物
に
ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
、ど
の
目

標
物
に
向
か
っ
て
計
測
を
行
っ
て
い
る
か
が
わ
か
り

ま
す
。こ
れ
に
は
、コ
ウ
モ
リ
が
飛
ん
で
い
る
軌
跡

を
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
ビ
デ
オ
を
使
っ
て
録
画
し
、三
次

元
的
に
把
握
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。そ
れ
に

よ
っ
て
、コ
ウ
モ
リ
が
ど
の
地
点
で
超
音
波
を
出
し

た
か
も
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
狭
い
洞
窟
の
よ
う
な
所
で
多
数
の
コ
ウ
モ
リ
が

ぶ
つ
か
ら
ず
に
高
速
で
飛
び
回
る
こ
と
が
可
能
な

の
は
、音
情
報
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
障
害
物
の
把

握
を
行
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。そ
の
機
能
は
、ま
っ
た

く
異
な
る
分
野
に
も
応
用
で
き
る
は
ず
で
す
。例

え
ば
飛
行
機
や
自
動
車
の
自
動
操
縦
、遠
隔
地
か

ら
超
音
波
の
音
を
検
知
し
て
何
か
を
計
測
す
る

こ
と
な
ど
で
す
。非
破
壊
検
査
の
よ
う
な
こ
と
も

可
能
か
も
し
れ
な
い
し
、災
害
時
で
も
使
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
わ
れ
わ
れ
の
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、工
学
、心
理

学
、生
物
学
、行
動
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

専
門
家
が
携
わ
り
、バ
イ
オ
・
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
共
同
研
究
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
て
い

ま
す
。米
国
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
の
グ
ル
ー
プ
と
も
交
流
が
あ
り
ま
す
。超
小
型

テ
レ
マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
に
よ
っ
て
、コ
ウ
モ
リ

の
飛
行
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
り
、そ
の
成

果
が
多
く
の
海
外
の
研
究
者
に
も
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。当
セ
ン
タ
ー
で
は
、超
小
型
テ

レ
マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム
を
私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ
だ

け
で
は
な
く
、海
外
の
研
究
者
と
の
共
同
研
究
を

含
め
て
、さ
ま
ざ
ま
な
研
究
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
た
だ
、今
の
段
階
で
は
、ま
だ
コ
ウ
モ
リ
の
脳
の

中
ま
で
は
解
明
で
き
て
い
ま
せ
ん
。次
の
課
題
は
、

飛
ん
で
い
る
コ
ウ
モ
リ
の
脳
か
ら
の
信
号
を
キ
ャ
ッ

チ
す
る
こ
と
。脳
か
ら
の
信
号
を
計
測
す
る
装
置

を
開
発
し
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。そ
し
て
そ
の
先
に
は
、飛
ん
で
い
る
コ
ウ
モ
リ

を
私
た
ち
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
ね
。向
こ
う
か
ら
の
信
号
を
受
け
取
る
の

で
は
な
く
、こ
ち
ら
か
ら
発
信
し
て
彼
ら
の
行
動
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
私
た
ち
は
コ
ウ
モ
リ
の
飛
行
の
仕
組
み
を
研
究

す
る
こ
と
で
、脳
の
構
造
を
解
き
明
か
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。脳
の
構
造
や
機
能
の
解
明
は
、情
報
科

学
、福
祉
工
学
、環
境
工
学
、生
命
・
神
経
科
学
な

ど
へ
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。ま
だ
ま
だ
未
知
の
部

分
が
多
く
、そ
れ
だ
け
に
大
き
な
可
能
性
を
秘
め

た
領
域
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 
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体
験
や
引
退
後
に
携
わ
っ
た
国
の
諮
問
会
議
、厚

場
か
ら
、最
近
話
題
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・シ
ン
ド
ロ
ー

の
関
係
に
つ
い
て
、増
田
さ
ん
が「
今
は
競
技
の
世

　
平
成
19
年
度
の
文
部
科
学
省「
新
た
な
社
会

的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に

同
志
社
大
学
の
学
生
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
取
り
組
み
は
、寒
梅
館
を
中

心
に
し
た
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
の
延
長
線
上
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
が
、

大
学
内
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
の
で
は
な
く
、

大
学
と
学
生
が
町
に
出
て
、異
世
代
と
の
関
わ
り

の
中
で
活
動
を
行
う
こ
と
で
、学
生
の
ラ
イ
フ
ス
キ

ル
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。 

　
下
宿
や
定
食
屋
な
ど
で
学
生
が
町
の
人
と
の

繋
が
り
を
保
っ
て
い
た
時
代
と
は
異
な
り
、「
ワ
ン

ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
」「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
」「
友

人
と
の
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
」が
中
心
に
な
り
が
ち

な
現
代
の
学
生
に
と
っ
て
、町
に
住
み
、様
々
な
地

域
社
会
と
関
わ
る
経
験
は
非
常
に
大
切
で
す
。「
文

化
」
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
や「
社
会
」
を
構
成

し
て
い
く
た
め
の一
員
で
あ
る
こ
と
へ
の
自
覚
を
促

す
と
い
う
意
味
で
も
、「
地
域
に
よ
る
社
会
教
育
」

の
有
効
性
に
着
目
し
て
き
ま
し
た
。 

　
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、大
学
と
学
生
が
町

に
出
て
町
家
を
借
り
、地
域
と
連
動
し
な
が
ら
世

代
混
合
の
サ
ー
ク
ル
活
動
や
議
論
を
展
開
し
ま
す
。

そ
の
他
、異
世
代
と
協
同
で「
歴
史
・
文
化
・
伝
統

産
業
」な
ど
の
地
域
財
産
を
発
掘
し
、現
代
の
生

活
の
中
に
継
承
し
て
い
く
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
検

討
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、3
月
末
に「
子
ど
も
」「
大
人
」

「
学
生
」「
高
齢
者
」な
ど
異
世
代
が
交
流
す
る

場
と
な
る
、町
家「
で
ま
ち
家
」が
つ
い
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。異
世
代
と
の
交
流
を
通
し
て
、よ
り

豊
か
な
学
生
生
活
を
送
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。 

【
開
室
時
間
】火
曜
日
〜
金
曜
日 

11
時
〜
19
時     

　
　
　
　
　 

土
曜
日 

9
時
〜
12
時 

【
場
所
】京
都
市
上
京
区
寺
町
通
今
出
川
下
る

　
　
　 

西
側（
今
出
川
校
地
か
ら
東
へ
徒
歩
7
分
） 

 

今
後
の
活
動 

■
町
家
で
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
よ
う 

子
ど
も
を
交
え
た
異
世
代
混
合
の
サ
ー
ク
ル
活

動
を
行
い
ま
す
。手
話
・
茶
道
・
書
道
・
京
都
検
定
・

ア
ニ
メ
作
り
な
ど
。詳
し
い
講
座
内
容
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
開
催
日
時
】火
曜
〜
金
曜
15
時
45
分
〜
16
時
45
分     

　
　
　
　
　
　
　
　
　
17
時
〜
18
時    

（
各
講
座
と
も
4
月
22
日
〜
7
月
11
日
の
期
間
、

週
1
回
・
全
10
回
）※
参
加
費
は
無
料 

■
い
ろ
ん
な
人
と
井
戸
端
会
議
を
し
よ
う 

路
面
電
車
・
地
球
温
暖
化
・ス
ポ
ー
ツ
特
待
生
・
赤

ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
な
ど
、様
々
な
社
会
問
題
に
つ
い
て

異
世
代
の
意
見
を
聞
き
ま
す
。テ
ー
マ
は
そ
の
都

度
掲
示
板
や
ポ
ス
タ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
開
催
日
時
】4
月
29
日（
火
・
祝
）19
時
〜 

　
　
　
　
　
5
月
27
日（
火
）19
時
〜 

 

■
季
節
行
事
で
京
都
の
四
季
を
感
じ
よ
う 

子
ど
も
や
地
域
の
方
と
一
緒
に
、イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
！ 

【
開
催
日
時
】 

○
4
月
12
日（
土
）10
時
〜
12
時
　
　
　
　
　
　  

　
茶
道
体
験 

○
5
月
1
日（
木
）〜
18
日（
日
）　 

　
御
霊
祭（
御
神
輿
を
担
い
だ
り
、鉾
の
展
示
を

　
し
ま
す
） 

○
5
月
10
日（
土
）10
時
〜
12
時 

　
母
の
日
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り 

　
※
材
料
費
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す 

 

■
学
生
ス
タ
ッフ
募
集 

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、地
域
の
人
と
季
節

行
事
を
楽
し
ん
だ
り
、京
町
家
な
ら
で
は
の
生
活

を
体
験
し
、町
家
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
わ
る
全
て
に
つ

い
て
一
緒
に
企
画
・
広
報
・
運
営
し
て
く
れ
る
学
生

ス
タ
ッフ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 【
お
申
し
込
み・
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

同
志
社
大
学「
で
ま
ち
家
」 

T
E
L
:0
7
5
-2
5
1
-3
2
7
0
  

（
今
出
川
校
地
学
生
支
援
課
） 

プレ企画として１２月に寒梅館で 
開催された活動の様子 
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今
年
度
、京
田
辺
校
地
に
誕
生
し
た
ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
学
部
の
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
昨
年

12
月
2
日
、今
出
川
校
地
明
徳
館
21
番
教
室
で

開
催
さ
れ
た
。大
阪
芸
術
大
学
教
授
で
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
増
田
明
美
さ
ん
が「
自
分
と
い

う
人
生
の
長
距
離
ラ
ン
ナ
ー
」と
題
し
て
基
調
講

演
。ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
長
の
藤
澤
義
彦
教
授

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、増
田
氏
の
ほ
か
、福
山

正
紀
同
志
社
大
学
講
師（
医
学
博
士
）、小
切
間

美
保
同
志
社
女
子
大
学
生
活
科
学
部
准
教
授（
管

理
栄
養
士
・
栄
養
学
博
士
）に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。 

　
開
会
に
先
立
ち
、主
催
者
と
し
て
八
田
英
二
同

志
社
大
学
長
が「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
な
ど
、ス

ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
が
教
育
、研
究
の
対
象
と
す

る
分
野
は
ま
す
ま
す
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、多

く
の
方
々
の
ご
理
解
を
得
て
、そ
こ
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
研
究
成
果
を
地
域
の
人
び
と
に
還
元
し
て

い
き
た
い
」と
挨
拶
し
た
。 

　
続
い
て
増
田
明
美
さ
ん
が
基
調
講
演
を
お
こ

な
っ
た
。増
田
氏
は
、千
葉
県
の
成
田
高
校
在
学

中
か
ら
長
距
離
種
目
で
次
々
に
日
本
記
録
を
樹

立
し
、女
子
マ
ラ
ソ
ン
が
初
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正

式
種
目
と
な
っ
た
1
9
8
4
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大

会
に
出
場
す
る
な
ど
、92
年
に
引
退
す
る
ま
で
の

13
年
間
に
日
本
最
高
記
録
12
回
、世
界
最
高
記

録
を
2
回
更
新
。自
身
の
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
の

体
験
や
引
退
後
に
携
わ
っ
た
国
の
諮
問
会
議
、厚

生
労
働
省
の
健
康
大
使
に
選
ば
れ
た
際
の
話
題

を
交
え
な
が
ら
、子
ど
も
の
時
に
体
を
動
か
す
こ

と
の
重
要
性
、大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
健
康
づ
く
り

の
ポ
イ
ン
ト
、科
学
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
拓
く
ア
ス
リ

ー
ト
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。そ
し
て
、「
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、自
分
と
い
う
人
生
の
長
距
離

ラ
ン
ナ
ー
で
す
。誰
も
が

自
分
の
人
生
の
道
を
健

康
で
心
豊
か
に
美
し
く

走
っ
て
い
く
た
め
に
も
、

そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
る
人
材
を
、こ
の
ス

ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
が

輩
出
し
て
く
だ
さ
る
も

の
と
期
待
し
、応
援
し
て

い
ま
す
」
と
、ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
学
部
へ
の
大
き
な
期
待
感
を
示
し
て
講

演
を
締
め
く
く
っ
た
。 

　
続
い
て
、「
健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
―
予
防
医
学
、栄

養
学
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
視
点
か
ら
」を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
、

医
学
、栄
養
学
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
が
、

21
世
紀
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
論
じ
合
っ
た
。 

　
ま
ず
、福
山
正
紀
講
師
が
内
科
医
と
し
て
の
立

場
か
ら
、最
近
話
題
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
つ
い
て
解
説
、そ
の
改
善
の
た
め
の
正
し
い
運

動
療
法
の
す
す
め
や
、「
健
康
寿
命
」
を
延
ば
し

「
活
動
年
齢
」を
長
く
す
る
た
め
の
適
度
な
運
動

の
必
要
性
を
説
い
た
。さ
ら
に
は
患
者
と
医
者
の

間
に
立
っ
て
、運
動
に
よ
っ
て
病
気
を
改
善
す
る「
健

康
運
動
指
導
士
」の
役
割
の
重
要
性
に
言
及
、ス

ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
に「
か

ら
だ
全
体
を
考
え
た
ワ
ン

ラ
ン
ク
上
の
指
導
を
す
る

人
材
育
成
を
期
待
し
た
い
」

と
語
っ
た
。 

　
次
に
、小
切
間
美
保
准

教
授
は「
健
康
の
た
め
に
は

運
動
と
日
常
の
活
動
の
両

方
を
含
め
た
身
体
活
動
が

重
要
」と
し
て
、生
活
習
慣

病
の
予
防
に
は
、こ
れ
ら
と

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、肥
満

を
防
ぎ
体
重
を
減
ら
す
た

め
に「
通
勤
や
買
い
物
な
ど

生
活
の
中
で
工
夫
し
て
運
動
し
、食
べ
物
か
ら
摂

取
す
る
油
脂
の
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。 

　
藤
澤
教
授
は「
1
9
8
8
年
に
当
時
の
厚
生

省
で
認
定
さ
れ
た
健
康
運
動
指
導
士
は
、近
年

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
や
病
院
に
も
ど
ん
ど
ん
進
出

し
て
い
る
」と
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
で
は

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
沿
う
よ
う
、健
康
運
動
指
導
士

の
資
格
が
取
得
で
き
る
道
筋
を
立
て
て
い
る
」と

説
明
し
た
。 

　
ま
た
、ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ
て
の
食
事
と
ス
ポ
ー
ツ

の
関
係
に
つ
い
て
、増
田
さ
ん
が「
今
は
競
技
の
世

界
で
は
栄
養
士
の
指
導
を
し
っ
か
り
受
け
る
こ
と

が
常
識
で
、選
手
の
意
識
も
高
く
な
っ
て
き
た
。栄

養
学
を
学
べ
ば
競
技
に
生
か
さ
れ
る
と
い
う
意
識

が
、か
な
り
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
」と
す
る
一
方
、

小
切
間
准
教
授
は「
中
高
生
を
含
め
た
ス
ポ
ー
ツ

選
手
の
間
で
、サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
飲
め
ば
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
上
が
る
と
い
う
誤
解
が
あ
る
。栄
養
学
で

は
あ
く
ま
で
も
三
度
の
食
事
が
基
本
」と
、サ
プ

リ
メ
ン
ト
へ
の
過
剰
依
存
を
指
摘
。福
山
講
師
も

「
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
分
な
ど
、ど
う
し
て
も
足
り
な

い
部
分
を
、医
学
的
、栄
養
学
的
に
調
査
・
分
析
し

た
上
で
、必
要
最
小
限
の
補
食
と
し
て
摂
る
べ
き
。

サ
プ
リ
メ
ン
ト
だ
け
で
体
力
が
向
上
す
る
と
い
う

考
え
は
間
違
い
」と
断
じ
た
。 

　
福
山
講
師
が「
歳
を
と
っ
た
と
き
に
し
っ
か
り

食
べ
ら
れ
て
し
っ
か
り
動
け
る
よ
う
に
、身
体
づ
く

り
を
し
て
自
分
の
体
は
自
分
で
管
理
し
て
い
た
だ

き
た
い
」と
話
す
と
、小
切
間
准
教
授
は「
食
事

と
運
動
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、同
志
社
大
学
に
ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
学
部
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
は
、社
会
的

に
も
非
常
に
意
義
が
あ
る
。私
た
ち
食
の
専
門
家

も
一
緒
に
な
っ
て
、社
会
の
役
に
立
つ
研
究
を
展
開

し
た
い
」と
語
っ
た
。最
後
に
、藤
澤
教
授
が「「
ス

ポ
ー
ツ
」と「
運
動
」と
い
う
言
葉
が
入
り
乱
れ
て

使
わ
れ
て
い
る
が
、本
来
は
異
な
る
も
の
。ス
ポ
ー

ツ
と
は
ル
ー
ル
に
則
っ
て
営
ま
れ
、相
手
と
競
う
要

素
が
入
っ
た
も
の
で
、そ
う
い
う
要
素
が
な
い
も
の

が
運
動
で
す
。こ
の
あ
た
り
を
認
識
し
て
い
た
だ

き
た
い
」。そ
し
て
、「
今
後
と
も
皆
様
の
ご
尽
力

に
よ
っ
て
、ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
を
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と
締
め
く
く
っ
た
。 

 

増田明美さん 

　
下
宿
や
定
食
屋
な
ど
で
学
生
が
町
の
人
と
の

繋
が
り
を
保
っ
て
い
た
時
代
と
は
異
な
り
、「
ワ
ン

ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
」「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
」「
友

人
と
の
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
」が
中
心
に
な
り
が
ち

【
開
催
日
時
】火
曜
〜
金
曜
15
時
45
分
〜
16
時
45
分     

　
　
　
　
　
　
　
　
　
17
時
〜
18
時    

（
各
講
座
と
も
4
月
22
日
〜
7
月
11
日
の
期
間
、

週
1
回
・
全
10
回
）※
参
加
費
は
無
料 

同
志
社
大
学「
で
ま
ち
家
」 

T
E
L
:0
7
5
-2
5
1
-3
2
7
0
  

（
今
出
川
校
地
学
生
支
援
課
） 
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本
学
は
、2
0
1
3
年
度
か
ら
文
系
全
学
部
の

1
、2
年
次
教
育
を
今
出
川
校
地
に
移
転
統
合

す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
ま
す
。12
月
6
日
開
催

の
大
学
評
議
会
で
、2
0
0
9
年
度
か
ら
神
学
部

と
社
会
学
部
の
2
学
部
が
先
行
し
て
、1
、2
年

次
生
を
含
む
全
学
年
の
教
育
を
今
出
川
校
地
で

展
開
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
伴
い
、神
学
部
お
よ
び
社
会
学
部
の

2
0
0
8
年
度
入
学
生
は
、1
年
次
が
京
田
辺

校
地
、2
年
次
以
降
は
今
出
川
校
地
で
履
修
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

神
学
部
・
神
学
研
究
科
事
務
室 TEL:075-251-3330 

社
会
学
部
・
社
会
学
研
究
科
事
務
室 TEL:075-251-3411

　
本
学
卒
業
生
の
牧
田
真
有
子
さ
ん（
03
年
文
学

部
文
化
学
科
美
学
及
芸
術
学
専
攻
卒
業
、07
年
文

学
研
究
科
美
学
お
よ
び
芸
術
学
専
攻
博
士
課
程

（
前
期
課
程
）修
了
）が
、文
藝
春
秋
の
第
1
0
5

回
文
學
界
新
人
賞
で
、応
募
総
数
1
7
2
7
篇
の

中
か
ら
5
篇
の
最
終
候
補
に
選
ば
れ
、辻
原
登
奨

励
賞
を
受
賞
し
た
。 

　
幼
い
頃
か
ら
本
を
読
む
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
と
い

う
牧
田
さ
ん
。「
小
学
3
年
生
の
時
に
、友
人
が
絵
、

私
が
文
章
と
分
担
し
て
物
語
を
作
っ
て
い
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。詩
や
短
編
を
書
い
て
架
空
の
世

界
を
作
り
出
す
の
が
好
き
だ
っ
た
。た
だ
、中
学
、高

校
で
は
勉
強
や
ク
ラ
ブ
活
動
が
中
心
で
、そ
の
合
間

に
文
章
を
書
く
程
度
で
し
た
」と
話
す
。し
か
し
、

高
校
3
年
生
の
時
、応
募
し
た
作
品
が
あ
る
賞
の

最
終
選
考
に
残
り
、そ
れ
が
小
説
を
書
き
進
め
て

い
く
一つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う
。 

　
大
学
時
代
は
、年
に
1
、2
本
の
ペ
ー
ス
で
小
説

を
書
き
続
け
、「
本
屋
サ
ー
ク
ル
」に
所
属
し
て
同

人
誌
を
作
っ
た
り
、読
書
会
を
開
い
た
り
し
て
い
た
。

大
学
院
で
は
、志
賀
直
哉
の「
暗
夜
行
路
」を
題
材

に
、小
説
の
中
で
美
術
作
品
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ

れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。 

　
今
回
受
賞
し
た
小
説
の
タ
イ
ト
ル
は「
椅
子
」。

主
人
公
で
あ
る
女
子
大
生
の
ち
は
る
に
は
か
つ
て
、

「
私
は
私
の
速
さ
を
超
え
ら
れ
な
い
」と
思
い
知
ら

さ
れ
た
経
験
が
あ
っ
た
。彼
女
の「
時
間
」に
対
す

る
不
安
が
軸
と
な
っ
て
、病
気
の
叔
父
や
昔
の
恋
人

で
あ
る
橘
と
の
関
係
が
絡
み
、ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開

さ
れ
て
い
く
。辻
原
登
氏
の
選
評
で
は
、「「
椅
子
」

は
、選
考
会
前
、唯
一、高
評
価
で
臨
ん
だ
作
品
で
あ

る
。こ
れ
は「
王
国
」に
憑
か
れ
た
叔
父
、私
、橘
を

め
ぐ
る
き
わ
め
て
文
学
的
な
、余
り
に
文
学
的
な

小
説
で
あ
る
。だ
か
ら
野
心
作
と
映
っ
た
」（『
文
學

界
』2
0
0
7
年
12
月
号
）と
評
さ
れ
て
い
る
。 

　
現
在
は
、出
版
社
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
つ
つ
、週
末

に
集
中
し
て
小
説
を
書
く
日
々
。「〈
私
〉は
何
か

に
限
定
さ
れ
る
こ
と
で〈
私
〉に
な
っ
て
い
る
。そ
の

「
何
か
」は
、現
実
に
お
い
て
は
莫
大
な
要
素
が
複

雑
に
溶
け
合
っ
た
も
の
だ
か
ら
、そ
れ
と
の
関
係
か

ら〈
私
〉を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
も
難
し
い
。「
椅
子
」

で
は「
何
か
」の一つ
を
時
間
と
仮
定
し
、そ
の
視
点

か
ら
主
人
公
を
め
ぐ
る
世
界
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

か
っ
た
。「
何
か
」の
要
素
を
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
と
す
る
こ

と
に
よ
っ
て〈
私
〉と
い
う
も
の
が
少
し
で
も
見
え
て

き
た
ら
。そ
の
思
い
が
、小
説
を
書
く
原
動
力
に
な

っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」と
語
っ
た
。 

　
牧
田
さ
ん
の
小
説「
椅
子
」は
、『
文
學
界
』（
文
藝

春
秋
）2
0
0
7
年
12
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

牧田真有子さん 

　
喫
煙
は
、が
ん
を
始
め
と
す
る
各
種
生
活
習
慣

病
の
最
大
の
原
因
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、タ
バ

コ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
は
麻
薬
並
み
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
依
存
性
が
強
く
、一
度
喫
煙
が
習
慣
に
な
る
と

禁
煙
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
と
な
り
ま
す
。 

　
厚
生
労
働
省
も
喫
煙
を｢

ニ
コ
チ
ン
依
存
症｣

と

い
う
病
気
と
と
ら
え
、2
0
0
6
年
4
月
よ
り
、

禁
煙
治
療
を
条
件
付
で
保
険
適
用
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
完
全
に
禁
煙
し
た
後
の
禁
断
症
状
を
、ニ

コ
チ
ン
を
含
む
は
り
薬
を
使
っ
て
和
ら
げ
、禁
煙
成

功
率
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

　
厚
生
館
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、こ
の
保
険
診
療
の

行
え
る
医
療
機
関
と
し
て
認
可
を
受
け
、保
険
適

用
開
始
当
初
よ
り
禁
煙
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、こ
の
保
険
診
療
は
喫
煙
年
数
が
あ
る
程

度
長
い
こ
と
が
条
件
の一つ（
1
日
の
本
数
20
本
な

ら
10
年
以
上
必
要
）と
な
っ
て
お
り
、若
い
学
生
は

条
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
残
念
な
と

こ
ろ
で
す
。2
0
0
6
年
度
、42
名
に
ニ
コ
チ
ン
パッ

チ
の
処
方
を
含
む
禁
煙
支
援（
う
ち
4
名
は
保
険

診
療
）を
行
い
、2
0
0
7
年
度
も
ほ
ぼ
同
様
の

数
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
本
学
の
2
0
0
7
年
度
の
デ
ー
タ
で
は
、喫
煙

者
は
減
り
つ
つ
あ
る
も
男
子
学
生
全
体
の
17.9
％
、

特
に
4
年
生
で
は
26.8
％
が
喫
煙
し
て
い
ま
す
。そ

し
て
、そ
の
6
割
以
上
が
禁
煙
や
減
煙
を
希
望
し

て
お
り
、禁
煙
希
望
者
の
数
は
実
際
に
は
か
な
り

多
い
は
ず
で
す
。ま
た
、教
職
員
の
喫
煙
者
の
場
合

は
、年

的
に

険

用
に
な
る
割

が
高
い
と

ご

、

同

ご
芳
名
の
み（
金
額
非
掲
載
） 

・

） 

0％ 
1年次 2年次 3年次 4年次 再修生 院生 1年次 2年次 3年次 4年次 再修生 院生 全体 

20％ 

40％ 

60％ 

80％ 

100％ 

0％ 

20％ 

40％ 

60％ 

80％ 

100％ 

●2007年度 学年別禁煙希望率 ●2007年度 学年別喫煙状況 男子 

23.9％ 21.3％ 22.4％ 24.1％ 19.1％ 28.4％ 

48.4％ 41.2％ 39.4％ 39.0％ 40.8％ 36.6％ 

4.2％ 

2.6％ 

93.2％ 

16.7％ 

3.7％ 

79.6％ 

23.9％ 

7.1％ 

69.0％ 

26.8％ 

7.4％ 

65.8％ 

40.7％ 

10.5％ 

48.8％ 

21.9％ 

9.9％ 

68.2％ 

17.9％ 

5.7％ 

76.4％ 

27.7％ 

禁煙したい 減らしたい やめない 

37.5％ 38.2％ 36.9％ 39.5％ 35.0％ 

吸う 禁煙した 吸わない 
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3
、0
0
0
、0
0
0
円
 
 

1
、0
0
0
、0
0
0
円
 
 

 
 

9
0
0
、0
0
0
円
 
 

3
0
0
、0
0
0
円
 
 

1
0
0
、0
0
0
円
 
 

 
 

 
 

 
 

7
0
、0
0
0
円
 
 

5
0
、0
0
0
円
 
 

 
 

 
 

4
6
、0
0
0
円
 
 

3
0
、0
0
0
円
 
 

 
 

 
 

2
5
、0
0
0
円
 
 

2
0
、0
0
0
円
 
 

 
 

 
 

 
 

1
0
、0
0
0
円
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

5
、0
0
0
円
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

  2
、0
0
0
円
 
 

5
0
0
、0
0
0
円
 
 

3
0
0
、0
0
0
円
 
 

1
5
0
、0
0
0
円
 
 

1
2
0
、0
0
0
円
 
 

1
1
0
、0
0
0
円
 
 

6
0
、0
0
0
円
 
 

      5
0
、0
0
0
円
 
 

  3
0
、0
0
0
円
 
 

2
0
、0
0
0
円
 
 

1
2
、0
0
0
円
 
 

1
0
、0
0
0
円
 
 

 ご
芳
名
の
み（
金
額
非
掲
載
） 

中
井
幸
子
 

土
屋
桂
 

財
団
法
人
吉
田
育
英
会
 

同
志
社
生
活
協
同
組
合
 

同
志
社
校
友
会
 

浜
村
光
久
 

宇
治
郷
毅
 

渡
辺
信
一
 

蔭
山
淳
 

築
瀬
正
義
 

越
野
泰
一
 

魚
谷
雅
彦
 

米
田
昇
平
 

中
村
清
之
 

天
田
喜
久
 

河
村
忠
紀
 

玉
井
利
宏
 

今
村
浩
一
 

石
井
頴
一
郎
 

川
野
修
平
 

渡
辺
弘
道
 

藤
原
東
 

松
本
邦
博
 

豊
田
俊
一
 

冨
岡
努
 

武
田
味
生
 

内
河
謙
二
 

河
田
久
道
 

倉
田
誠
子
 

谷
井
尚
子
 

梅
田
庸
一
 

重
本
清
 

本
多
昌
夫
 

高
原
脩
 

竹
村
敏
勝
 

岩
見
登
 

鈴
木
克
太
郎
 

上
田
正
則
 

大
久
保
北
斗
 

吉
田
亜
矢
子
 

坂
井
啓
人
 

　
経
済
的
理
由
で
修
学
を
続
け
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
学
生
を
援
助
す
る
た
め
に
、

2
0
0
4
年
4
月
か
ら「
同
志
社
大
学
特
定
寄

付
奨
学
金
募
金
」を
広
く
社
会
各
界
に
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。 

　
2
0
0
8
年
1
月
末
ま
で
に
、卒
業
生
、ご
父

母
、一
般
の
方
々
お
よ
び
教
職
員
か
ら
以
下
の
と
お

り
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

う
牧
田
さ
ん
。「
小
学
3
年
生
の
時
に
、友
人
が
絵
、

私
が
文
章
と
分
担
し
て
物
語
を
作
っ
て
い
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。詩
や
短
編
を
書
い
て
架
空
の
世

界
を
作
り
出
す
の
が
好
き
だ
っ
た
。た
だ
、中
学
、高

　
現
在
は
、出
版
社
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
つ
つ
、週
末

に
集
中
し
て
小
説
を
書
く
日
々
。「〈
私
〉は
何
か

に
限
定
さ
れ
る
こ
と
で〈
私
〉に
な
っ
て
い
る
。そ
の

「
何
か
」は
、現
実
に
お
い
て
は
莫
大
な
要
素
が
複

た
だ
し
、こ
の
保
険
診
療
は
喫
煙
年
数
が
あ
る
程

度
長
い
こ
と
が
条
件
の一つ（
1
日
の
本
数
20
本
な

ら
10
年
以
上
必
要
）と
な
っ
て
お
り
、若
い
学
生
は

条
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
残
念
な
と

特
に
4
年
生
で
は
26.8
％
が
喫
煙
し
て
い
ま
す
。そ

し
て
、そ
の
6
割
以
上
が
禁
煙
や
減
煙
を
希
望
し

て
お
り
、禁
煙
希
望
者
の
数
は
実
際
に
は
か
な
り

多
い
は
ず
で
す
。ま
た
、教
職
員
の
喫
煙
者
の
場
合

は
、年
齢
的
に
保
険
適
用
に
な
る
割
合
が
高
い
と

思
わ
れ
ま
す
。 

　
厚
生
館
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、今
後
さ
ら
に
多

く
の
禁
煙
希
望
者
の
支
援
を
行
い
た
い
と
考
え
て

お
り
、希
望
す
る
方
は
ぜ
ひ
当
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、や
が
て
は
学
内
の
喫
煙
者

が
い
な
く
な
り
、目
標
と
し
て
い
る
敷
地
内
全
面

禁
煙
が
、誰
一
人
と
し
て
反
対
す
る
人
も
な
く
実

現
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

（
厚
生
館
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

8,443,000円 

4,676,000円 

13,119,000円 

2007年3月～2008年1月の申込者 

・卒業生 
・ご父母 
・一般 

73件 

57件 

130件 

教職員 

合　計 

 申込件数  申込額 

ご
芳
名（
敬
称
略
、順
不
同
） 

【
卒
業
生
、ご
父
母
、一
般
】 

【
教
職
員
】 

8
6
0
、0
0
0
円（
匿
名
合
計
）　
匿
名
13
人
 

1
、1
6
2
、0
0
0
円（
匿
名
合
計
）　
匿
名
23
人
 

森
田
秀
夫
　
石
蔵
利
光
　
三
原
誠
治
　
 

山
本
正
宣
　
藤
原
喜
久
雄
　
花
園
堅
二
 

前
田
勝
巳
　
廣
澤
美
智
子
　
岡
本
勲
 

柿
本
学
佳
　
世
古
貞
雄
　
清
本
漢
振
 

野
村
長
宏
　
奈
良
光
浩
　
森
山
佳
子
 

末
永
勝
廣
　
羽
根
弘
泰
　
隅
田
尚
武
　
八
木
春
作
 

吉
田
謙
二
　
越
川
弘
英
　
藤
井
邦
宏
 

森
康
維
　
今
川
晃
　
大
澤
う
ら
ら
　
若
城
智
浩
 

冨
山
俊
一
　
黄
秋
子
　
石
黒
武
彦
　
白
石
健
治
 

石
田
英
夫
　
兼
重
雅
好
　
脇
和
代
 

ご
芳
名
の
み（
金
額
非
掲
載
） 

※
教
職
員
に
つ
い
て
は
2
0
0
8
年
度
ま
で
の
申
込
を
受
け
付
け
て

　
い
ま
す
が
、今
回
は
2
0
0
7
年
度
寄
付
額（
2
0
0
7
年
4
月

　
〜
2
0
0
8
年
3
月
）の
み
の
金
額
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

当
募
金
は
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、引
き
続

き
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

財
務
部
資
金
課
　TEL:075-251-3150

　
　 

e-m
ail:ji-sikin@

m
ail.doshisha.ac.jp

本学教員執筆図書の紹介  総合情報センター調べ（価格は税別） 卒業生の新刊図書 
『
ア
メ
リ
カ
・
ア
メ
リ
カ
』　 

二
階
堂 

新
さ
ん（
1
9
7
9
年
文
学
部
卒
） 

日
本
文
学
館
　
9
3
3
円 

『
ね
こ
と
人 

ミ
ミ
と
過
ご
し
た
6
3
1
4
日
』 

み
み
の
か
づ
お
さ
ん（
1
9
6
9
年
工
学
部
卒
） 

日
本
文
学
館
　
9
5
2
円 

『
伸
び
る
組
織
の
た
め
の
賃
金
制
度
改
革
「
事
例
編
」
』 

赤
津
雅
彦
さ
ん（
1
9
7
7
年
商
学
部
卒
） 

労
働
法
令
協
会
　
1
4
2
9
円 

『
私
に
も
で
き
た
人
生
二
度
の
株
式
公
開
』　 

清
水
三
夫
さ
ん（
1
9
5
4
年
法
学
部
卒
） 

日
本
経
済
新
聞
出
版
社
　
1
6
0
0
円 

 

（価格は税別） 

メ
タ
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ク
ス
と
応
用  

廣
安
知
之
、三
木
光
範
　
他
 
執
筆
　
電
気
学
会
　
7
6
0
0
円
 
 

Ｒ
に
よ
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
  

金
明
哲
　
著
　
森
北
出
版
　
3
6
0
0
円
 
 

ア
メ
リ
カ
外
交
の
諸
潮
流
  

村
田
晃
嗣
　
他
　
執
筆
　
日
本
国
際
問
題
研
究
所
　
2
7
0
0
円
 
 

思
想
史
と
社
会
史
の
弁
証
法
 

川
越
修
　
他
　
執
筆
　
御
茶
の
水
書
房
　
7
6
0
0
円
 
 

ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
  

埋
橋
孝
文
　
編
著
　
法
律
文
化
社
　
3
3
0
0
円
 
 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
法
  

ハ
ン
ス
・
ペ
ー
タ
ー
・マ
ル
チ
ュ
ケ
　
編
　
他
　
信
山
社
出
版
　
3
8
0
0
円
  

エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
社
会
福
祉
学
  

埋
橋
孝
文
、木
原
活
信
、黒
木
保
博
、小
山
隆
、中
川
清
　
他
　
執
筆
　
 

中
央
法
規
出
版
　
2
2
5
0
0
円
 
 

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
生
き
る
  

小
野
塚
佳
光
　
著
　
萌
書
房
　
1
9
0
0
円
 
 

牧
師
  

越
川
弘
英
　
訳
　
新
教
出
版
社
　
5
0
0
0
円
 
 

ギ
ッ
シ
ン
グ
を
通
し
て
見
る
後
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
社
会
と
文
化
  

玉
井
史
絵
　
他
　
執
筆
　
渓
水
社
　
8
0
0
0
円
 
 

ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
  

富
沢
克
、長
谷
川
一
年
　
他
　
執
筆
　
風
行
社
　
2
8
0
0
円
 
 

東
ア
ジ
ア
国
民
性
比
較
デ
ー
タ
の
科
学
　
  

村
上
征
勝
　
他
　
執
筆
　
勉
誠
出
版
　
1
2
8
0
0
円
 
 

衆
議
の
か
た
ち
  

藤
倉
皓
一
郎
　
他
　
執
筆
　
東
京
大
学
出
版
会
　
5
5
0
0
円
 
 

日
本
の
民
主
主
義
  

建
林
正
彦
　
他
　
執
筆
　
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
　
3
8
0
0
円
 
 

ス
ト
レ
ス
の
科
学
と
健
康
  

野
口
範
子
　
他
　
執
筆
　
共
立
出
版
　
3
0
0
0
円
 
 

総
選
挙
の
得
票
分
析
  

森
裕
城
　
他
　
著
　
木
鐸
社
　
3
5
0
0
円
 

近
代
日
中
関
係
人
物
史
研
究
の
新
し
い
地
平
  

錢
鴎
　
他
　
執
筆
　
雄
松
堂
出
版
　
1
0
0
0
0
円
 

「
韓
流
」
の
う
ち
外
  

板
垣
竜
太
　
他
執
筆
　
御
茶
の
水
書
房
　
2
8
0
0
円
 

ま
ち
づ
く
り
行
政
訴
訟
  

金
子
正
史
　
著
　
第
一
法
規
出
版
　
3
8
0
0
円
 

ア
メ
リ
カ
の
学
生
獲
得
戦
略
  

山
田
礼
子
　
著
　
玉
川
大
学
出
版
部
　
3
0
0
0
円
 

押
本
年
眞
 

三
上
保
孝
 

工
藤
和
男
 

　
田
紀
美
 

亀
田
尚
己
 

西
川
真
司
 

長
澤
邦
彦
 

植
村
巧
 

肥
田
美
智
子
 

高
田
芳
樹
 

林
廣
茂
 

林
克
樹
 

加
地
伸
行
 

平
山
朋
子
 

黒
木
保
博
 

八
木
匡
 

久
保
真
人
 

北
幸
史
 

土
屋
隆
生
 

土
佐
卓
司
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下楠 昌哉 
（しもくす まさや） 

① 文（英文） 
② 准教授 
③ 英語圏文学（3） 

新 茂之 
（あたらし しげゆき） 

① 文（哲学） 
② 准教授 
③ 科学哲学（1）･（2） 

畑 敏道 
（はた としみち） 

① 文（心理） 
② 准教授 
③ 生理心理学 

永田 祐 
（ながた ゆう） 

① 社会（社会福祉） 
② 専任講師 
③ 地域福祉論 

金子 絵里乃 
（かねこ えりの） 

① 社会（社会福祉） 
② 講師 
③ ソーシャルワーク演習 

田中 治 
（たなか おさむ） 

① 法（法律） 
② 教授 
③ 税法原理と市民生活 

川嶋 四郎 
（かわしま しろう） 

① 法（法律） 
② 教授 
③ 担保権実行法 

崔 容熏 
（ちぇ よんふん） 

① 商 
② 准教授 
③ マーケティング・チャネル論 

佐々木 一郎 
（ささき いちろう） 

① 商 
② 准教授 
③ 年金論 

田村 正紀 
（たむら まさのり） 

① 商 
② 特別客員教授 
③ 流通戦略 

本田 康二郎 
（ほんだ こうじろう） 

① 商 
② 講師 
③ アカデミック・リテラシー１ 

滝西 敦子 
（たきにし あつこ） 

① 商 
② 助教 
③ アカデミック・リテラシー１ 

木村 公一 
（きむら こういち） 

① 商 
② 講師 
③ アカデミック・リテラシー１ 

月村 太郎 
（つきむら たろう） 

① 政策 
② 教授 
③ 国際政治 

式 王美子 
（しき きみこ） 

① 政策 
② 講師 
③ 政策トピックス 

大谷 直毅 
（おおたに なおき） 

① 理工（電子工） 
② 准教授 
③ 電気回路学Ⅱ 

佐藤 祐喜 
（さとう ゆうき） 

① 理工（電子工） 
② 助教 
③ 電気磁気学Ⅰ･Ⅱ 

人見 穣 
（ひとみ ゆたか） 

① 理工（機能分子・生命化） 
② 准教授 
③ 有機応用化学 

北岸 宏亮 
（きたぎし ひろあき） 

① 理工（機能分子・生命化） 
② 助教 
③ 基礎化学実験Ⅰ 

橋本 雅彦 
（はしもと まさひこ） 

① 理工（化学システム創成工） 
② 准教授 
③ 基礎化学実験Ⅰ 

山根 省三 
（やまね しょうぞう） 

① 理工（環境システム） 
② 准教授 
③ 地球環境科学Ⅰ 

武田 博清 
（たけだ ひろし） 

① 理工（環境システム） 
② 教授 
③ 生物学Ⅳ 

三井 斌友 
（みつい たけとも） 

① 理工（数理システム） 
② 教授 
③ 線形代数学Ⅰ･Ⅱ 

津田 博史 
（つだ ひろし） 

① 理工（数理システム） 
② 教授 
③ 解析学Ⅰ･Ⅱ 

上野谷 敏之 
（うえのや としゆき） 

① 理工（エネルギー機械工） 
② 教授 
③ 工業材料Ⅰ･Ⅱ 

土屋 和雄 
（つちや かずお） 

① 理工（エネルギー機械工） 
② 教授 
③ 制御工学Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ 

木村 恭之 
（きむら やすゆき） 

① 理工（電気工） 
② 助教 
③ 基礎物理学Ⅰ･Ⅱ 

向平 敦史 
（むかいひら あつし） 

① 理工（電子工） 
② 助教 
③ 解析学Ⅰ･Ⅱ 

横山 直人 
（よこやま なおと） 

① 理工（機械システム工） 
② 助教 
③ 物理学Ⅰ･Ⅱ 

伊藤 利明 
（いとう としあき） 

① 生命医科（医工） 
② 教授 
③ 応用数理 

小泉 範子 
（こいずみ のりこ） 

① 生命医科（医工） 
② 准教授 
③ 再生医科学 

森田 有亮 
（もりた ゆうすけ） 

① 生命医科（医工） 
② 准教授 
③ バイオマテリアル 

剣持 貴弘 
（けんもつ たかひろ） 

① 生命医科（医工） 
② 准教授 
③ 物理学基礎 

飛　 志津子 
（ひりゅう しづこ） 

① 生命医科（医情報） 
② 助教 
③ 電子回路 

萩原 明郎 
（はぎわら あけお） 

① 生命医科（医生命システム） 
② 教授 
③ 臨床再生医学 

ム） 

ム） 

論 

ー 
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川嶋 四郎 
（かわしま しろう） 

① 法（法律） 
② 教授 
③ 担保権実行法 

月村 太郎 
（つきむら たろう） 

① 政策 
② 教授 
③ 国際政治 

武田 博清 
（たけだ ひろし） 

① 理工（環境システム
② 教授 
③ 生物学Ⅳ 

上野谷 敏之 
（うえのや としゆき）

① 理工（エネルギー機械
② 教授 
③ 工業材料Ⅰ･Ⅱ 

市川 寛 
（いちかわ ひろし） 

① 生命医科（医生命システム） 
② 教授 
③ 機能性食品医学 

萩原 明郎 
（はぎわら あけお） 

① 生命医科（医生命シス
② 教授 
③ 臨床再生医学 

米井 嘉一 
（よねい よしかず） 

① 生命医科（医生命システム） 
② 教授 
③ アンチエイジング 

山盛 徹 
（やまもり とおる） 

① 生命医科（医生命システム） 
② 助教 
③ 生物学 

　橋 美帆 
（たかはし みほ） 

① 生命医科（医生命システム） 
② 助教 
③ 生物学 

辻本 哲宏 
（つじもと てつひろ） 

① 生命医科（医生命システム） 
② 教授 
③ 神経情報伝達制御学 

小林 聡 
（こばやし あきら） 

① 生命医科（医生命システム） 
② 准教授 
③ ストレス適応科学 

齋藤 直人 
（さいとう なおと） 

① 生命医科（医生命システム） 
② 専任講師 
③ 細胞生物学Ⅱ 

斎藤 芳郎 
（さいとう よしろう） 

① 生命医科（医生命システム） 
② 専任講師 
③ 生体物質分析化学 

横内 久猛 
（よこうち ひさたけ） 

① 生命医科（医情報） 
② 教授 
③ 医用機器概論 

大江 洋平 
（おおえ ようへい） 

① 生命医科（医情報） 
② 助教 
③ 化学 

小林 耕太 
（こばやし こうた） 

① 生命医科（医情報） 
② 助教 
③ 神経機能計測 

土谷 佳樹 
（つちや よしき） 

① 生命医科（医生命システム） 
② 助教 
③ 生物学 

北條 達也 
（ほうじょう たつや） 

① スポーツ健康科 
② 教授 
③ リハビリテーション医学 

石井 好二郎 
（いしい こうじろう） 

① スポーツ健康科 
② 教授 
③ 発育発達と老化 

井澤 鉄也 
（いざわ てつや） 

① スポーツ健康科 
② 教授 
③ 運動生化学 

　田 昌彦 
（やなぎた まさひこ） 

① スポーツ健康科 
② 教授 
③ 公衆衛生学 

海老根 直之 
（えびね なおゆき） 

① スポーツ健康科 
② 専任講師 
③ 栄養学 

二宮 浩彰 
（にのみや ひろあき） 

① スポーツ健康科 
② 教授 
③ スポーツ社会学 

中村 康雄 
（なかむら やすお） 

① スポーツ健康科 
② 准教授 
③ スポーツ・バイオメカニクス 

小屋 菜穂子 
（こや なほこ） 

① スポーツ健康科 
② 助教 
③ トレーニング科学特論 

小森 康加 
（こもり やすか） 

① スポーツ健康科 
② 講師 
③ スポーツ方法実習（水泳） 

渡　 彰 
（わたなべ あきら） 

① スポーツ健康科 
② 教授 
③ スポーツ行政論 

藤本 哲史 
（ふじもと てつし） 

① 総合政策科学研究科 
② 教授 
③ 雇用政策論 

三好 博昭 
（みよし ひろあき） 

① 総合政策科学研究科 
② 教授 
③ 企業と戦略 

佐々木 典子 
（ささき のりこ） 

① 司法研究科 
② 教授 
③ 民法講義Ⅳ（契約法Ⅱ） 

西村 健一郎 
（にしむら けんいちろう） 

① 司法研究科 
② 教授 
③ 労働法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

鈴木 美紀子 
（すずき みきこ） 

① 言語文化教育研究センター 
② 助教 
③ 英語 

伊藤 玄吾 
（いとう げんご） 

① 言語文化教育研究センター 
② 助教 
③ フランス語 

中西 裕樹 
（なかにし ひろき） 

① 言語文化教育研究センター 
② 助教 
③ 中国語 

John RUCYNSKI 
（じょん るしんすきー） 

① 言語文化教育研究センター 
② 助教 
③ 英語 

Justine ROSS 
（じゃすてぃん ろす） 

① 言語文化教育研究センター 
② 助教 
③ 英語 

王 周明 
（おう しゅうめい） 

① 言語文化教育研究センター 
② 助教 
③ 中国語 

●神学部 教授　古川 勝巳　　　　●文学部 教授　岡市 廣成 

●文学部 教授　Klaus SPENNEMANN　●社会学部 講師　倉持 史朗 

●法学部 教授　佐藤 鉄男　　　　●政策学部 教授　山下 淳　　　 
●工学部教授　御牧 拓郎　　　 　●工学部 教授　中島 理一郎　　 
●工学部 教授　則元 京　　　　　●工学部 実験講師　松岡 良明　 
●工学部 実験講師　野田 純一　　●工学部 実験講師　竹村 英昭　 
●アメリカ研究科 准教授　Cristian COLLET 
●言語文化教育研究センター 教授　西田 稔 
●言語文化教育研究センター 教授　押本 年眞 
●言語文化教育研究センター 教授　山本 雅昭 
●言語文化教育研究センター 講師　Matthew APPLE 
●理工学研究所 教授　成田 真二 

退職教員 2008年3月31日付で、次の先生方が退職されました。 

154pdf用  08.3.26 19:24  ページ 18



��

●
昨

め
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に

か
れ
て
、

井上 望 
生命医科学部医工学科教授 

Nozomu  Inoue  

　
米
国
で
は
日
本
製
の
自
動
車
や
電
化
製
品
が

あ
ふ
れ
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、米
国
の
医
療
の

現
場
で
日
本
の
製
品
を
見
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。日
本
に
は
多
く
の
優
れ
た
生
体
材
料
の
基

盤
技
術
が
存
在
す
る
が
、そ
れ
ら
の
技
術
が
世
界

の
医
療
の
現
場
で
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、日
本
に
は
ま
だ

医
療
の
現
場
を
理
解
し
た
真
の
医
工
学
の
専
門

家
が
充
分
に
育
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
、と
私
は

思
っ
て
い
る
。 

　
医
工
学
に
求
め
ら
れ
る
の
は
医
療
機
器
や
生

体
材
料
の
開
発
だ
け
で
は
な
い
。一
般
臨
床
の
中
で

も
医
工
学
的
な
判
断
の
も
と
に
診
断
や
治
療
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。そ
の一
例
を
紹
介
し
よ
う
。

私
が
現
役
の
整
形
外
科
医
と
し
て
働
い
て
い
た
時
、

私
は
大
学
病
院
内
の
骨
折
治
療
の
す
べ
て
の
責

任
を
担
っ
て
い
た
。大
学
病
院
内
で
は
骨
折
は
す

べ
て
の
診
療
科
で
発
生
す
る
が
、そ
の
多
く
は
癌

の
骨
転
移
に
よ
る
病
的
骨
折
で
あ
る
。癌
の
骨
転

移
が
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
等
で
発
見
さ
れ
た
時
、侵

さ
れ
た
骨
が
折
れ
る
か
折
れ
な
い
か
、生
体
工
学

的
な
判
断
を
求
め
ら
れ
る
。病
的
骨
折
を
起
こ

せ
ば
、患
者
のQ

uality of Life (Q
O
L)

は
著
し

く
低
下
す
る
。骨
折
に
よ
る
痛
み
は
、時
に
原
発

巣
の
痛
み
を
上
回
る
。ま
た
、患
者
の
動
き
が
制

限
さ
れ
、治
療
や
看
護
・
介
護
に
大
き
な
支
障
を

き
た
す
。骨
折
の
予
防
的
手
術
を
す
る
と
な
れ

ば
、手
術
に
伴
う
生
命
的
危
険
も
あ
る
。予
防
的

手
術
を
行
わ
な
い
な
ら
、ど
の
程
度
の
患
者
の
動

き
が
可
能
か
を
患
者
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
生
体
工

学
的
見
地
か
ら
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Q
O
L

は一
般
に「
生
活
の
質
」と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、

病
的
骨
折
に
関
す
る
診
断
・
治
療
は
患
者
の「
生

命
の
質
」を
決
定
す
る
。医
工
学
の
先
進
国
で
あ

る
米
国
に
お
い
て
は
、し
ば
し
ば
こ
の
よ
う
な
臨

床
的
問
題
に
対
し
て
バ
イ
オ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
判
断
が

求
め
ら
れ
る
。バ
イ
オ
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
時
と
し
て
、医

師
と
共
に
目
の
前
の
患
者
の「
生
命
」に
か
か
わ

る
判
断
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
米
国
は
医
工
学
教
育
に
お
い
て
も
先
進
国
で

あ
る
。米
国
で
は
医
学
教
育
は
大
学
院
教
育
と

し
てSchool of M

edicine

で
行
わ
れ
、医
師
を

志
す
学
生
は
一
般
大
学
の
学
部
を
卒
業
し
て

School 
of 
M
edicine

に
入
る
。School 

of 

M
edicine

入
学
希
望
者
は
、医
学
に
最
も
近
い

学
部
と
し
て
医
工
学
部
を
選
択
す
る
こ
と
が
多

い
。医
工
学
部
の
学
生
は
、学
部
生
時
代
か
ら
医

療
機
関
や
医
学
研
究
所
に
出
入
り
し
て
医
学
・

医
療
を
知
る
。一
方
、医
工
学
部
教
育
に
お
い
て
は
、

医
工
学
の
基
礎
と
な
る
学
問
体
系
は
工
学
で
あ

る
と
の
考
え
か
ら
工
学
基
礎
教
育
を
充
実
さ
せ

て
い
る
、そ
の
結
果
と
し
て
学
生
の
医
学
・
医
療
以

外
へ
の
進
路
も
充
実
し
て
い
る
。 

　
先
端
医
学
・
医
療
に
お
け
る
医
工
学
の
役
割
は

ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
る
。再
生
医
学
・
医
療
に

お
い
て
も
再
生
組
織
の
最
適
設
計
・
培
養
条
件
の

設
定
に
医
工
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
欠
か
せ
な
い
。工

業
製
品
の
設
計
に
お
い
て
も
医
工
学
的
手
法
が

取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。例
え
ば
、

自
動
車
の
設
計
で
は
人
体
は
車
の一
部
と
し
て
設

計
に
組
み
込
ま
れ
、人
体
組
織
の
材
料
定
数
が
自

動
車
の
設
計
に
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

司
法
の
場
で
も
医
工
学
的
判
断
が
要
求
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。米
国
で
は
多
く
の
バ
イ
オ
エ

ン
ジ
ニ
ア
が
法
律
事
務
所
に
勤
務
し
司
法
に
か
か

わ
る
仕
事
を
し
て
い
る
。 

　
今
春
、同
志
社
大
学
に
生
命
医
科
学
部
が
開

設
さ
れ
、本
格
的
な
医
工
学
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。医
工
学
科
や
医
情
報
学
科
で
は
、基
礎
工
学

の
習
得
と
同
時
に
広
い
領
域
に
わ
た
る
医
学
・
医

療
に
関
す
る
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
編
成
さ
れ
て
い
る
。ま
た
京
都
府
立
医
科

大
学
や
学
研
都
市
病
院
な
ど
同
志
社
大
学
と
協

定
を
結
ん
で
い
る
医
学
・
医
療
機
関
の
協
力
を
得

て
、医
学
・
医
療
の
実
際
を
学
ぶ
機
会
も
与
え
ら

れ
て
い
る
。さ
ら
に
は
海
外
の
医
療
機
関
で
の
研

修
を
通
じ
て
、医
工
学
の
世
界
水
準
を
学
ぶ
準

備
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。同
志
社
大
学
に
お
い
て
、

医
学
・
医
療
の
現
場
を
知
っ
た
真
の
バ
イ
オ
エ
ン
ジ

ニ
ア
が
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。 

 

京都市出身。京都府立医科大学卒業。同大学大
学院修了。同大学整形外科助手を経て1992年に
渡米、Johns Hopkins 大学整形外科 (Baltimore)
客員講師、専任講師、助教授、准教授を経て、
2003年よりRush University Medical Center（Chicago）
Orthopedic Biomechanics Laboratory Director、
2004年同志社大学工学部環境システム学科教授
就任。2008年度から本学生命医科学部医工学科・
医工学研究科教授。Rush Medical College整形
外科教授を兼任。 
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浅
地
●
昨
年
初
め
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
行
か
れ
て
、

率
直
な
ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
ま
す
か
。 

宮
本
●
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
行
く
前
は
同
じ
サ
ッ
カ
ー

な
の
で
そ
れ
ほ
ど
違
い
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

し
、日
本
代
表
で
国
際
試
合
も
多
数
経
験
し
て
い

ま
し
た
か
ら
、違
い
に
戸
惑
う
こ
と
は
少
な
い
か
な

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、練
習
に
合
流
し
て
最
初

に
感
じ
た
の
は
気
質
の
違
い
で
す
。例
え
ば
、チ
ー
ム

メ
イ
ト
へ
の
要
求
の
激
し
さ
や
負
け
ん
気
の
強
さ
。

た
だ
、そ
ん
な
戸
惑
い
や
プ
レ
ー
面
で
の
フ
ィ
ジ
カ
ル

コ
ン
タ
ク
ト
の
違
い
な
ど
は
、半
年
を
過
ぎ
た
あ
た

り
で
慣
れ
て
き
ま
し
た
。日
本
で
や
っ
て
い
た
の
と

同
じ
よ
う
に
や
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
れ
に
は
、

宮
本
恒
靖
と
い
う
選
手
が
ど
ん
な
プ
レ
ー
を
す
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
、み
ん
な
に
わ
か
っ
て
も
ら
え
た

こ
と
が
大
き
い
で
す
ね
。 

浅
地
●
生
活
環
境
が
ま
っ
た
く
変
わ
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
い
か
が
で
し
た
か
。 

宮
本
●
生
活
面
の
違
い
は
大
き
い
で
す
。細
か
い
こ

と
で
は
、ス
ー
パ
ー
で
精
算
す
る
時
に
、日
本
で
は
レ

ジ
の
人
が
カ
ゴ
か
ら
出
し
て
く
れ
ま
す
が
、ド
イ
ツ

で
は
自
分
で
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
で
す
し
ね
。で

も
こ
う
い
っ
た
こ
と
も
す
ぐ
に
慣
れ
ま
し
た
。家
族

も
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
か
ら
、い
ろ
ん
な
面
で
家
族

に
は
負
担
を
か
け
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
。で
も
、

家
族
を
含
め
て
す
べ
て
が
経
験
だ
と
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
考
え
て
い
ま
す
。 

浅
地
●
宮
本
さ
ん
は
英
語
な
ど
の
語
学
に
ご
堪
能

と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
が
、言
葉
に
不
自
由
は
な
い

で
す
か
。 

宮
本
●
い
え
、そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。ド
イ

ツ
語
は
初
め
て
で
す
し
、ど
う
か
な
と
思
い
な
が
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
、今
の
と
こ
ろ
ぼ
ち
ぼ
ち
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
ね（
笑
）。ピ
ッ
チ
の
中
で
は
、南
米
出
身
の

選
手
も
い
ま
す
し
、さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
選
手
の

集
ま
り
な
の
で
、ス
ペ
イ
ン
語
で
会
話
す
る
選
手
も

い
れ
ば
英
語
で
や
り
取
り
す
る
選
手
も
い
ま
す
。

で
も
基
本
は
ド
イ
ツ
語
に
な
り
ま
す
し
、監
督
の
指

示
も
ド
イ
ツ
語
で
す
か
ら
、ま
ず
は
サ
ッ
カ
ー
で
必

要
な
ド
イ
ツ
語
の
言
葉
を
覚
え
る
こ
と
を
心
が
け

ま
し
た
。 

浅
地
●
高
校
を
卒
業
後
、す
ぐ
に
プ
ロ
選
手
に
な

ら
れ
た
宮
本
さ
ん
は
、ど
う
し
て
大
学
に
入
学
す

る
と
い
う
道
を
選
ば
れ
た
の
で
す
か
。 

宮
本
●
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
成
功
す
る
保
証
は

な
か
っ
た
し
、も
ち
ろ
ん
大
学
に
進
み
た
い
と
い
う

自
分
自
身
の
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。大
学
ま
で

は
行
っ
て
お
く
よ
う
に
、と
い
う
家
族
の
考
え
も
あ

り
ま
し
た
ね
。い
ろ
い
ろ
な
要
素
を
も
と
に
自
分
の

中
で
ベ
ス
ト
の
判
断
を
し
た
つ
も
り
で
す
。も
ち
ろ 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　

浅
地
恭
子
さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　 

【
経
済
学
部
4
年
次
生
】 

協
力:

ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
大
阪（
大
阪
市
北
区
） 

1977年生まれ、大阪府富田林市出身。
10歳で本格的にサッカーを始め、高
校時代はガンバ大阪ユースで初代
キャプテンを務める。トップチームの
ほか、日本代表でも年代別代表から
Ａ代表まで全カテゴリーでキャプテン
を務める。2002、2006年FIFAワー
ルドカップ出場。2006年シーズン終
了後、レッドブル・ザルツブルクに移籍。 

宮本 恒靖さん 
【2001年経済学部卒業】 

せ
ば
、患
者
のQ

uality of Life (Q
O
L)

は
著
し

く
低
下
す
る
。骨
折
に
よ
る
痛
み
は
、時
に
原
発

巣
の
痛
み
を
上
回
る
。ま
た
、患
者
の
動
き
が
制

療
機
関
や
医
学
研
究
所
に
出
入
り
し
て
医
学
・

医
療
を
知
る
。一
方
、医
工
学
部
教
育
に
お
い
て
は
、

医
工
学
の
基
礎
と
な
る
学
問
体
系
は
工
学
で
あ

大
学
や
学
研
都
市
病
院
な
ど
同
志
社
大
学
と
協

定
を
結
ん
で
い
る
医
学
・
医
療
機
関
の
協
力
を
得

て
、医
学
・
医
療
の
実
際
を
学
ぶ
機
会
も
与
え
ら
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ん
続
け
て
い
く
に
は
、大
学
の
先
生
な
ど
に
理
解
し

て
も
ら
え
た
部
分
も
大
き
い
で
す
ね
。ガ
ン
バ
大
阪

で
も
、テ
ス
ト
の
時
は
練
習
に
遅
れ
る
こ
と
を
許
し

て
も
ら
っ
た
り
、と
に
か
く
周
り
の
協
力
が
大
き
な

助
け
に
な
り
ま
し
た
。 

浅
地
●
大
学
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
中
心
の
生
活
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本
●
大
学
の
部
活
動
で
は
な
く
、ガ
ン
バ
大
阪
の

プ
ロ
選
手
と
し
て
契
約
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、両
方

と
も
お
ろ
そ
か
に
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。う
ま
く

時
間
を
見
つ
け
て
必
死
に
や
り
く
り
し
ま
し
た
ね
。

ガ
ン
バ
大
阪
の
練
習
場
が
当
時
は
京
田
辺
市
内
に

あ
っ
た
の
で
、京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
は
近
か
っ
た
の

で
す
。15
分
く
ら
い
で
し
た
か
ら
、そ
の
間
を
行
き

来
す
る
わ
ず
ら
わ
し
さ
は
あ
ま
り
な
く
て
助
か
り

ま
し
た
。 

浅
地
●
大
学
生
と
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
の

バ
ラ
ン
ス
は
ど
の
よ
う
に
取
っ
て
い
た
の
で
す
か
。 

宮
本
●
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
は
月
曜
日
が
オ
フ
で
し
た

か
ら
、外
国
語
な
ど
の
授
業
は
で
き
る
だ
け
そ
の
日

に
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。あ
と
は
、あ
る
程
度

時
間
が
取
れ
る
日
に
授
業
を
組
ん
だ
り
、午
前
と

午
後
の
練
習
の
間
に
授
業
に
出
た
り
と
、何
と
か

や
っ
て
い
け
ま
し
た
。高
校
生
の
頃
か
ら
ガ
ン
バ
大
阪

の
ユ
ー
ス
で
や
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、学
校
と
サ
ッ
カ
ー

を
両
立
す
る
生
活
が
染
み
つ
い
て
い
た
の
で
す
ね
。 

浅
地
●
で
は
、大
学
の
4
年
間
で
は
、授
業
以
外
の

大
学
生
と
し
て
の
生
活
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
す
か
。 

宮
本
●
遊
び
の
誘
い
は
少
な
か
っ
た
で
す
ね
。誘
わ

れ
て
も
次
の
日
に
試
合
が
入
っ
て
い
た
り
す
る
と

無
理
で
し
た
か
ら
。 

浅
地
●
サ
ッ
カ
ー
と
勉
強
の
両
立
と
い
う
大
学
の

4
年
間
で
、宮
本
さ
ん
が
得
た
も
の
は
何
だ
っ
た
と

お
考
え
で
す
か
。 

宮
本
●
私
は
自
分
自
身
が
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
い
う

だ
け
で
は
嫌
だ
っ
た
の
で
す
。他
の
人
に
比
べ
て
し
っ

か
り
勉
強
で
き
た
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、一
人
の
人

間
と
し
て
身
に
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
も
の
が
あ
る

と
思
っ
て
大
学
に
進
学
し
た
の
で
、サ
ッ
カ
ー
以
外
の

交
友
関
係
が
持
て
た
と
い
う
の
は
、自
分
に
と
っ
て

大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

浅
地
●
プ
ロ
に
な
る
の
を
少
し
遅
ら
せ
て
、4
年
間

は
し
っ
か
り
大
学
生
活
を
送
っ
て
お
き
た
い
と
い
う

気
持
ち
も
あ
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本
●
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。サ
ッ
カ
ー
も
追
求

し
た
か
っ
た
し
、そ
れ
以
外
の
部
分
も
大
事
に
し
た

か
っ
た
。プ
ロ
に
な
っ
た
当
初
、試
合
で
遠
征
に
行
っ

た
と
き
に
チ
ー
ム
の
人
か
ら「
大
学
に
行
き
な
が
ら

プ
ロ
と
し
て
や
る
の
は
無
理
だ
」と
言
わ
れ
た
こ
と

が
あ
る
の
で
す
が
、そ
の
言
葉
を
見
返
し
て
や
ろ
う
、

絶
対
に
大
学
を
卒
業
し
て
や
ろ
う
、と
思
い
ま
し

た
ね
。そ
う
い
う
気
持
ち
も
か
な
り
大
き
な
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
た
の
は
確
か
で
す
。 

浅
地
●
同
志
社
を
選
ば
れ
た
の
は
ど
う
し
て
で
す
か
。 

宮
本
●
ま
ず
は
練
習
場
が
近
い
こ
と
、そ
し
て
経

済
学
部
か
法
学
部
へ
行
き
た
い
と
い
う
希
望
が
あ

り
同
志
社
は
そ
の
ど
ち
ら
も
優
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
、そ
の
2
つ
で
す
ね
。経
済
学
は
自
分
自
身
の

中
で
興
味
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、特
に
引
退
後
を
意

識
し
て
選
ん
だ
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

浅
地
●
今
は
引
退
後
の
こ
と
は
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
か
。 

宮
本
●
ま
だ
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
な
い
で
す
が
、オ

ー
ス
ト
リ
ア
に
行
っ
て
そ
れ
ま
で
日
本
で
持
っ
て
い
た

引
退
後
の
考
え
が
少
し
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
ね
。サ

ッ
カ
ー
で
自
分
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、

プ
レ
ー
を
終
え
た
と
き
に
、選
手
と
し
て
サ
ッ
カ
ー
に

関
わ
っ
た
だ
け
で
自
分
が
満
足
す
る
の
だ
ろ
う
か
、

と
も
考
え
て
い
ま
す
。自
分
が
サ
ッ
カ
ー
に
育
て
て

も
ら
っ
た
の
で
、今
度
は
そ
れ
を
若
い
人
に
伝
え
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。 

浅
地
●
長
い
サ
ッ
カ
ー
の
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
や
め
た
い

と
思
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
か
。 

宮
本
●
や
め
た
い
と
い
う
の
は
な
い
で
す
ね
。「
う

ま
く
い
か
な
い
な
」と
い
う
と
き
は
も
ち
ろ
ん
あ
り

ま
し
た
け
ど
。 

浅
地
●
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
に
は
ど
う
や
っ
て
乗

り
越
え
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
。 

宮
本
●
ま
ず
、「
う
ま
く
い
か
な
い
」と
い
う
も
や

も
や
し
た
気
持
ち
を
ど
う
し
た
ら
晴
ら
せ
る
の
か
、

そ
の
た
め
の
目
標
設
定
を
し
ま
す
。試
合
に
出
た

い
の
に
出
ら
れ
な
い
と
き
に
は
、出
る
た
め
の
努
力

を
す
る
。例
え
ば
、日
本
代
表
の
チ
ー
ム
で
は
二
十

数
人
も

秀
な
選
手
が
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、試

汲
み
と
る
と
か
、も
ち
ろ
ん
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
で

ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
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宮本恒靖さんからサイン色紙を頂きました。
ご希望の方はハガキかe-mailで、住所、
氏名、学部（卒業年）、One Purposeの
感想をご記入のうえ、5月31日（消印有効）
までにご応募ください（宮本恒靖さんのサ
イン色紙希望と必ず明記のこと）。 
抽選で8名の方にプレゼントします。 

か
っ
た
。プ
ロ
に
な
っ
た
当
初
、試
合
で
遠
征
に
行
っ

た
と
き
に
チ
ー
ム
の
人
か
ら「
大
学
に
行
き
な
が
ら

プ
ロ
と
し
て
や
る
の
は
無
理
だ
」と
言
わ
れ
た
こ
と

が
あ
る
の
で
す
が
、そ
の
言
葉
を
見
返
し
て
や
ろ
う
、

も
や
し
た
気
持
ち
を
ど
う
し
た
ら
晴
ら
せ
る
の
か
、

そ
の
た
め
の
目
標
設
定
を
し
ま
す
。試
合
に
出
た

い
の
に
出
ら
れ
な
い
と
き
に
は
、出
る
た
め
の
努
力

を
す
る
。例
え
ば
、日
本
代
表
の
チ
ー
ム
で
は
二
十

数
人
も
優
秀
な
選
手
が
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、試

合
に
出
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
と

き
に
は
、毎
日
の
練
習
で
自
分
が
で
き
る
だ
け
の
こ

と
を
し
よ
う
。そ
こ
で
11
人
を
選
ぶ
の
は
監
督
の

仕
事
で
あ
っ
て
、自
分
の
力
の
及
ぶ
範
疇
で
は
な
い

か
ら
、そ
こ
に
到
達
す
る
ま
で
に
自
分
自
身
が
ど
れ

だ
け
の
こ
と
を
や
っ
た
の
か
と
問
い
か
け
た
と
き
に
、

や
れ
る
だ
け
の
こ
と
は
や
っ
た
と
自
信
を
持
っ
て
言

え
る
よ
う
に
し
よ
う
。そ
れ
で
監
督
が
選
ぶ
、選
ば

な
い
は
、自
分
と
し
て
は
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
と
。

22
歳
く
ら
い
で
そ
う
い
う
考
え
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
、気
持
ち
の
持
ち
よ
う
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。 

浅
地
●
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム
を
鼓
舞
し
た
り
、

引
っ
張
っ
て
い
く
の
は
大
変
だ
と
思
う
の
で
す
が
。 

宮
本
●
2
0
0
4
年
の
A
F
C
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
で

優
勝
で
き
た
の
で
す
が
、そ
の
と
き
最
初
は
チ
ー
ム

の
中
で
、試
合
に
出
ら
れ
る
メ
ン
バ
ー
と
出
ら
れ
な

い
メ
ン
バ
ー
の
間
で
気
持
ち
の
温
度
差
が
あ
り
ま
し

た
。そ
れ
が
、勝
つ
こ
と
で
だ
ん
だ
ん
チ
ー
ム
が一つ
に

な
っ
て
い
っ
た
。控
え
の
選
手
の
気
持
ち
を
う
ま
く

汲
み
と
る
と
か
、も
ち
ろ
ん
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
で

き
る
仕
事
は
色
々
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、や
は
り

チ
ー
ム
が
勝
つ
、そ
れ
に
み
ん
な
が
参
加
す
る
と
い

う
こ
と
で
大
き
な
ベ
ク
ト
ル
に
な
っ
て
進
ん
で
い
く

と
い
う
こ
と
が
大
き
い
で
す
ね
。ま
た
、海
外
の
チ
ー

ム
で
は
、リ
ー
ダ
ー
と
呼
ば
れ
る
選
手
は
た
と
え
仲

間
の
気
持
ち
を
少
し
く
ら
い
傷
つ
け
た
と
し
て
も

強
い
力
で
み
ん
な
を
引
っ
張
っ
て
い
く
と
い
う
や
り

方
も
あ
り
ま
す
。私
の
場
合
は
人
を
傷
つ
け
た
り

し
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
引
っ
張
っ
て
い
く
の
が
い
い

と
思
っ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
が
。 

浅
地
●
同
志
社
大
学
の
在
学
生
に
何
か

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。 

宮
本
●
自
分
が
大
学
生
活
を
送
っ
て
い

た
と
き
は
、と
に
か
く
時
間
を
大
切
に

し
ま
し
た
。サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
る
と
き

は
ま
ず
そ
れ
に
集
中
し
ま
し
た
し
、大

学
の
授
業
も
貴
重
な
時
間
な
の
で
そ
の

と
き
は
す
ご
く
集
中
し
て
や
り
ま
し
た
。

時
間
は
無
限
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

そ
れ
を
有
効
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。大
学
の
4
年
間
で
自
分
の
将
来
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る

は
ず
で
す
。 

浅
地
●
こ
れ
か
ら
宮
本
さ
ん
を
見
て
サ
ッ
カ
ー
選

手
と
し
て
育
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
、特
に
教
え

た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。 

宮
本
●
自
分
が
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
頃
は
、た
だ
毎

日
サ
ッ
カ
ー
が
し
た
い
、シ
ュ
ー
ト
を
決
め
た
い
、そ
し

て
う
ま
く
い
っ
た
ら
嬉
し
く
て
、た
だ
純
粋
に
心
か

ら
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
気
持
ち
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。

プ
ロ
に
な
れ
ば
ま
た
違
う
側
面
も
出
て
く
る
の
で

す
が
、子
ど
も
た
ち
に
は
一つ
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
サ

ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。 

浅
地
●
私
は
高
校
の
教
師
に
な
っ
て
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
部
を
全
国
大
会
に
連
れ
て
い
き
た
い
と
い
う

夢
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
が
、ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
何

か
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
け
た
ら
嬉
し
い
の
で
す
が
。 

宮
本
●
監
督
に
な
る
わ
け
で
す
よ
ね
。サ
ッ
カ
ー

の
監
督
が
よ
く
言
う
の
は
、日
々
勉
強
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。選
手
も
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
す
が
、常

に
自
分
が
成
長
す
る
こ
と
を
考
え
な
が
ら
進
ん
で

い
け
ば
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。私
の
好
き

な
言
葉
に「Seize the day

」（
今
を
生
き
ろ
）と

い
う
の
が
あ
る
の
で
す
が
、今
を
大
事
に
す
る
こ
と

が
自
分
の
思
い
描
く
未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ

と
思
い
ま
す
。 

浅
地
●
本
日
は
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
き
っ
か
け
に
こ
れ

か
ら
私
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今日宮本さんのお話を聞いて、純粋にサッカーが好き

な気持ちと、つまずいたときに自分で立ち上がって行く

精神的な強さを感じました。私ももしバスケットボール

を子どもたちに教えることができたら、楽しむことを忘れ

ないようにということは伝えていきたいです。日々 勉強

と言っていただいたことは、これからの指針として守っ

ていこうと思います。指導者になって子どもたちを育て

たいという気持ちが、宮本さんとお話をしてさらに強く

なりました。 

楽しむことをいつまでも忘れない気持ち。 

I N T E R V I E W E R

小学４年生でバスケットボールを始め、
センタープレーヤーとして活躍。高校時
代には国体に出場した経験を持つ。大
学では、同志社女子大学のバスケット
ボール部で活動した。現在は公認会計
士の勉強を続けつつ、将来高校の教
員になってバスケットボールを教えるの
が夢。 

浅地 恭子さん 
経済学部4年次生（学年は取材時） 

P R E S E N T

※広報課の連絡先は裏表紙の記載。収集した個人情報は、 
　グッズ送付ならびにアンケート内容の分析にのみ使用します。 
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弁護士。弁護士法人飛翔法律事
務所代表。企業法務のエキスパー
トとしてＩＴビジネス、バイオ、産官学
連携、知的財産・フランチャイズ、
Ｍ＆Ａ関係などを手がけ、サポートし
ている研究機関も数多い。 

五島 洋さん 
  1996年法学研究科 
  博士課程（前期課程）修了 【 【 

　
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
を
行
う
弁
護
士
の
草
分
け
的

存
在
と
言
わ
れ
る
五
島
洋
さ
ん
。企
業
法
務
を

専
門
分
野
と
す
る
弁
護
士
の
他
に
も
う
ひ
と
つ
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
同
志
社
大
学
産
官
学
連
携
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」副
理
事
長
の
肩
書
き
を
持
つ
。 

　
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
が
効
果
的
に
実
現

さ
れ
て
い
な
い
の
は
、産
業
界
と
大
学
が
そ
れ
ぞ

れ
の
特
性
を
理
解
し
、う
ま
く
機
能
さ
せ
る
た
め

の
枠
組
み
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
、大
き
な
理
由
。

そ
こ
で
、大
学
や
企
業
の
関
係
者
な
ど
が
利
害
を

超
え
て
連
携
し
、行
政
に
も
働
き
か
け
て
、新
た
な

産
官
学
連
携
の
モ
デ
ル
を
構
築
し
よ
う
と
発
足

し
た
の
が
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
だ
。そ
こ
に
は
、経
営
者
、起

業
家
か
ら
弁
護
士
、公
認
会
計
士
、大
学
教
員
な

ど
、数
多
く
の
卒
業
生
が
参
画
し
て
い
る
。 

「
理
想
の
産
官
学
連
携
を
進
め
て
い
く
に
は
、大

学
、企
業
、行
政
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
っ
た
主
張
を

す
る
三
極
構
造
か
ら
離
れ
た
組
織
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
同
志
社
大
学
の
卒
業
生
を
中
心
に
、企
業

経
営
者
、大
学
の
先
生
、適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
る
弁
護
士
や
公
認
会
計
士
と
い
っ

た
専
門
家
が
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
、ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
活
動
し
て
い
け
れ
ば
、本
当
の
意
味
で
の

産
官
学
連
携
が
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
た
の
で
す
」 

　
だ
が
、五
島
さ
ん
は
、必
ず
し
も
最
初
か
ら
ベ
ン

チ
ャ
ー
を
含
め
た
企
業
を
、弁
護
士
と
し
て
の
活

動
の
対
象
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。そ
れ
ど

こ
ろ
か
、そ
も
そ
も
弁
護
士
が
第
一
志
望
で
は
な
か

っ
た
と
い
う
。岡
山
大
学
か
ら
同
志
社
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科
へ
。刑
法
の
研
究
者
に
な
る
こ
と

が
夢
だ
っ
た
。大
学
院
在
学
中
の
1
9
9
6
年
、

実
力
を
試
す
意
味
も
含
め
て
受
験
し
た
司
法
試

験
に
合
格
。し
か
し
、い
ず
れ
は
大
学
へ
戻
っ
て
研

究
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。「
考
え
が
変
わ
っ
た
の
は
、

父
が
病
気
で
倒
れ
、早
く
仕
事
に
就
か
な
い
と
い

け
な
い
状
況
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
す
。

そ
れ
に
私
自
身
、外
の
世
界
を
見
た
い
と
い
う
気

持
ち
も
強
く
な
っ
て
い
ま
し
た
」 

　
そ
し
て
、中
村
潤
一
郎
法
律
事
務
所（
現
・
弁
護

士
法
人
飛
翔
法
律
事
務
所
）に
入
っ
た
。当
時
の

事
務
所
は
、個
人
の
民
事
、刑
事
や
地
元
の
企
業

が
主
な
顧
客
で
、五
島
さ
ん
自
身
、そ
う
し
た
個

人
を
相
手
に
し
た
弁
護
活
動
を
志
望
し
て
い
た
。 

　
弁
護
士
は
通
常
、3
〜
5
年
は
勤
務
弁
護
士
、

俗
に
言
う『
イ
ソ
弁
』を
経
験
す
る
。と
こ
ろ
が
、

五
島
さ
ん
の
場
合
は
違
っ
て
い
た
。中
村
弁
護
士

か
ら
求
め
ら
れ
た
の
は
、た
だ
勤
務
す
る
こ
と
で

は
な
く「
対
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー（
共
同
代
表
者
）」

と
し
て
の
役
割
。こ
の
特
殊
な
就
職
の
仕
方
が
、ま

た
弁
護
士
と
し
て
の
五
島
さ
ん
の
方
向
を
変
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。 

「
対
等
と
は
い
え
、最
初
か
ら
顧
客
を
持
っ
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。対
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
過
分
な
報
酬
を
事
務
所
か
ら
支
給
さ
れ
な
が

ら
、始
め
は
肝
心
の
仕
事
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
」 

　
何
と
か
し
な
い
と
い
け
な
い
と
悩
ん
で
い
た
時
、

会
計
士
の
友
人
に
誘
わ
れ
て
始
め
た
の
が
、ブ
ー
ム

前
夜
に
あ
っ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
法
律
面
で
の
サ

ポ
ー
ト
。企
業
の
体
制
構
築
か
ら
株
式
上
場
ま
で
、

ど
ん
ど
ん
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
ベ
ン

チ
ャ
ー
で
は
、法
律
問
題
も
短
期
間
で
解
決
し
結
果

を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。若
く
意
欲
に
満
ち

た
新
進
の
弁
護
士
に
は
、最
適
の
フ
ィ
ー
ル
ド
だ
っ
た
。 

「
今
後
は
、企
業
の
再
建
を
助
け
る
仕
事
も
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。破
綻
の
危
機
に
あ
る

企
業
を
再
建
し
、雇
用
面
を
含
め
て
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
。ま
た
、先
端
医
療
な
ど
社
会
性

の
あ
る
企
業
法
務
を
手
が
け
た
い
と
い
う
希
望
も

あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
は
１
人
の
人
を
救
う
よ
り
、

結
果
的
に
よ
り
多
く
の
人
を
救
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
か
ら
」 

”血
の
通
っ
た
“弁
護
活
動
を
、と
い
う
五
島
さ
ん
。

実
践
的
で
経
営
的
な
視
点
も
取
り
入
れ
た
先
端

的
企
業
法
務
の
中
心
的
存
在
だ
。 

フ
ラ
ワ
ー
セ
ラ
ピ
ー
。
を
媒
介
に
し
て
、1
対
1

力
を
取
り
戻
す
手
助
け
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

に
な
っ
て

を

そ
う
と
し

。 ※NPO法人同志社大学産官学連携支援ネットワーク　http: / /www.doshisha-net.org/

「地域リソース再起動 
シンポジウム」にて 
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華道本能寺の家元華務職として
正統な華道の普及・発展に取り組
む一方、日本カウンセリング普及協
会認定の一級心理カウンセラー、
アートセラピストの資格を持ち、心
理学をベースにしたフラワーセラピ
ーを独自に開発し実践中。 

浜崎 英子さん 
  1988年文学部文化学科 
  心理学専攻卒業 【 【 

そ
こ
で
同
志
社
大
学
の
卒
業
生
を
中
心
に
、企
業

経
営
者
、大
学
の
先
生
、適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
る
弁
護
士
や
公
認
会
計
士
と
い
っ

た
専
門
家
が
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
、ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

実
力
を
試
す
意
味
も
含
め
て
受
験
し
た
司
法
試

験
に
合
格
。し
か
し
、い
ず
れ
は
大
学
へ
戻
っ
て
研

究
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。「
考
え
が
変
わ
っ
た
の
は
、

父
が
病
気
で
倒
れ
、早
く
仕
事
に
就
か
な
い
と
い

り
ま
す
か
ら
」 

”血
の
通
っ
た
“弁
護
活
動
を
、と
い
う
五
島
さ
ん
。

実
践
的
で
経
営
的
な
視
点
も
取
り
入
れ
た
先
端

的
企
業
法
務
の
中
心
的
存
在
だ
。 

　
フ
ラ
ワ
ー
セ
ラ
ピ
ー
。花
を
媒
介
に
し
て
、1
対
1

で
、あ
る
い
は
多
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
、そ
の
時
々
の

思
い
を
花
に
投
影
し
て
語
り
合
う
。質
問
を
投
げ

か
け
答
え
る
、そ
の
繰
り
返
し
の
中
で
、自
己
と
向

き
合
い
、気
づ
き
を
得
て
、生
き
る
力
に
し
て
い
く
。

花
と
心
理
学
を
融
合
し
た
フ
ラ
ワ
ー
セ
ラ
ピ
ー
を
独

自
に
開
発
、展
開
し
て
い
る
の
が
浜
崎
英
子
さ
ん
だ
。 

　
彼
女
と
花
、そ
し
て
心
理
学
と
の
出
会
い
は
、18

歳
の
時
だ
っ
た
。華
道
本
能
寺
の
門
下
に
入
り
生

け
花
を
始
め
る
の
と
同
時
に
、文
学
部
文
化
学
科

心
理
学
専
攻
に
入
学
。そ
の
後
、大
学
を
卒
業
し

て
社
会
人
生
活
を
送
り
、結
婚
、2
人
の
子
ど
も

に
恵
ま
れ
た
。し
か
し
子
育
て
や
家
事
に
追
わ
れ

る
う
ち
、時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
く
日
々
。 

「
ふ
と
自
分
を
顧
み
て
、い
っ
た
い
ど
ん
な
夢
を
描
い

て
い
た
の
か
、思
い
出
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

自
分
に
気
が
つ
い
た
の
で
す
。そ
ん
な
時
、あ
る
生

け
花
の
作
品
を
見
て
、涙
が
と
め
ど
な
く
あ
ふ
れ

出
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、私
の
そ
ば
に
は
、た
だ
私

の
話
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
人
が
い
て
、私
は
自
分

自
身
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
」 

　
花
と
心
理
学
を
融
合
さ
せ
れ
ば
、人
が
生
き
る

力
を
取
り
戻
す
手
助
け
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
考
え
た
浜
崎
さ
ん
は
、専
門
学
校
に
通
っ
て

心
理
学
を
も
う
一
度
学
び
直
し
、心
理
学
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
資
格
を
取
得
し
た
。自

身
が
開
い
て
い
る
華
道
教
室
に
心
理
学
を
取
り
入

れ
、フ
ラ
ワ
ー
セ
ラ
ピ
ー
教
室
を
ス
タ
ー
ト
。よ
り
良

い
状
態
へ
の
成
長
、発
達
の
援
助
や
予
防
を
目
的

と
し
た「
開
発
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」に
取
り
組
み

始
め
た
。そ
こ
で
は
、花
材
の
選
択
、生
け
花
を
作

る
過
程
、作
品
、製
作
後
の
グ
ル
ー
プ
で
の
”分
か
ち

合
い
“な
ど
を
通
し
て
、自
分
自
身
を
見
つ
め
、日

常
の
生
活
に
生
か
し
て
い
く
。 

　
1
対
1
の
フ
ラ
ワ
ー
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
行

う
。「
ど
ん
な
人
も
、自
分
の
人
生
を
自
分
ら
し
く

生
き
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。フ
ラ
ワ
ー
セ
ラ
ピ
ー
も

そ
れ
を
信
じ
き
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。自
分

が
ど
ん
な
思
い
を
持
ち
、こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
生

き
て
い
け
ば
い
い
の
か
、誰
も
が
知
り
た
い
こ
と
で
す
。

私
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、花
は
人
に
生
き
る
力
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。そ
し
て
、心
理
学
や
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
に
は
、自
分
の
真
の
力
を
見
い
だ
す
手
が
か

り
が
あ
り
ま
す
。そ
の
２
つ
の
力
を
融
合
さ
せ
た
も

の
が
、私
の
考
え
る
フ
ラ
ワ
ー
サ
イ
コ
ロ
ジ
ー
の
世
界

な
の
で
す
」 

　
華
道
教
室
や
フ
ラ
ワ
ー
セ
ラ
ピ
ー
の
講
演
会
な
ど

を
展
開
す
る
一
方
、後
身
の
フ
ラ
ワ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト
を

育
成
し
て
い
く
た
め
に「
フ
ラ
ワ
ー
サ
イ
コ
ロ
ジ
ー
研

究
所
」を
立
ち
上
げ
、所
長
を
務
め
て
い
る
。新
年

度
か
ら
は
、本
学
の
感
情
・ス
ト
レ
ス・
健
康
研
究
セ

ン
タ
ー
の
研
究
員
と
な
り
、花
に
対
す
る
人
の
心
理

反
応
や
生
体
反
応
、生
け
花
の
精
神
生
理
学
的
効

果
、フ
ラ
ワ
ー
セ
ラ
ピ
ー
の
臨
床
効
果
の
科
学
的
検

証
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。 

　
社
会
人
に
な
っ
て
心
理
学
を
学
び
直
そ
う
と
し

た
時
、「
す
ぐ
に
疑
問
を
聞
け
る
先
生
は
近
く
に
い

な
い
し
、勉
強
す
る
時
間
も
必
死
で
見
つ
け
な
い
と

い
け
な
い
。そ
ん
な
こ
と
は
大
学
生
の
と
き
に
は
考

え
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
」と
言
う
浜
崎
さ
ん
。「
学

生
の
皆
さ
ん
に
は
、今
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
、

勉
強
は
も
ち
ろ
ん
ア
ル
バ
イ
ト
で
も
恋
愛
で
も
、で

き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
経
験
し
て
ほ
し
い
。

こ
れ
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
同
じ
で
、そ
の
瞬
間
に

し
か
経
験
で
き
な
い
の
で
す
。過
去
や
未
来
の
こ
と

を
考
え
る
時
に
、今
こ
こ
で
自
分
が
何
を
思
い
、何

を
感
じ
る
か
を
言
葉
に
し
て
い
く
こ
と
で
、人
は
さ

ま
ざ
ま
な
気
づ
き
を
得
て
い
く
の
で
す
」 

　
フ
ラ
ワ
ー
セ
ラ
ピ
ー
を
始
め
て
良
か
っ
た
と
実
感

す
る
の
は
ど
ん
な
時
か
と
尋
ね
る
と
、「
そ
の
時
に

出
会
え
た
皆
さ
ん
の
言
葉
や
表
情
な
ど
か
ら
、私

自
身
も
喜
び
を
感
じ
ま
す
。来
て
い
た
だ
い
た
方

の
学
び
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
思
う
の
で
す
」。そ
う

言
っ
て
お
だ
や
か
に
微
笑
ん
だ
。 

 

フラワーセラピーのカウンセリングの様子 

※2009年度同志社大学は心理学部および心理学研究科を開設する予定（構想中）です。 

フ
ラ
ワ
ー
サ
イ
コ
ロ
ジ
ー
の
作
品 
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このシリーズは、毎号さまざまな分野で活躍する卒業生を訪ね、仕事に何を求め、仕事を通して何を考えてきたかを取材しています。 

級友の方々にとっては良き近況報告、学生諸君には将来のキャリア・プランと学生生活の現実を考える機会になれば幸いです。 

日本アイ・ビー・エム（株）から米国本社アイ・ビー・エムへ。
ほとんど例のない“異動”を果たすことができたのも、精
力的に働きながらアリゾナ州立大学を65人中４番目とい
う優秀な成績で卒業、容易ではないＭＢＡ取得を成し遂
げたのも、持ち前のチャレンジ精神とへこたれない強い心
があったからこそ。いつ降りかかるかもしれないlayoff（不
景気などによる一時解雇）のリスクを抱えながら、「仕事
がある限りアメリカにいたい」と、どこまでも前向きだ。 

中島 智子さん 
【1992年工学部電子工学科卒業】 
IBM Corporation 
システム＆テクノロジーグループ 
マイクロエレクトロニクス 
ASICデザインセンター 
シニアエンジニア 

大
より
種
が、
は、
じ同
業
職
。関
もっ

も
り
で
し
た
。名
古
屋
で
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
す

　
1
9
9
2
年
に
日
本
ア
イ・ビ
ー・エ
ム（
株
）に
入
社
、野
洲

事
業
所
、野
洲
研
究
所
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。研
究
所
に
は

6
年
ほ
ど
い
ま
し
た
が
、そ
の
間
の
1
9
9
6
年
に
初
め
て
海

外
出
張
の
機
会
を
得
た
の
で
す
。米
国
ア
イ・ビ
ー・エ
ム
へ
1

カ
月
間
。そ
の
経
験
が
、私
を「
ア
メ
リ
カ
で
仕
事
を
し
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
に
向
か
わ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。 

　
新
し
い
半
導
体
プ
ロ
セ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
常
に
米
国
ア
イ・

ビ
ー・エ
ム
で
始
ま
り
ま
す
。し
か
も
、米
国
ア
イ・ビ
ー・エ
ム
に

は
、1
日
8
時
間
、週
40
時
間
を
守
れ
ば
、ど
の
よ
う
な
時
間

に
働
い
て
も
い
い
と
い
う
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。こ

う
い
う
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
希
望
も
、で
き
る
だ
け

叶
え
よ
う
と
し
て
く
れ
る
。そ
ん
な
環
境
で
半
導
体

設
計
の
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、2
0
0
0
年
、出
張

で
ア
メ
リ
カ
に
来
て
い
た
と
き
、会
社
に
日
本
か
ら
ア

メ
リ
カ
へ
の
異
動
を
働
き
か
け
た
の
で
す
。実
現
す
る

に
は
日
米
双
方
の
重
役
の
承
認
が
必
要
で
、本
来
な

か
な
か
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。可
能
に

な
っ
た
の
は
、周
り
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
い
た
か
ら

で
す
が
、私
自
身
、一
生
懸
命
仕
事
を
し
て
い
る
と
い

う
自
信
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
憧
れ
だ
っ
た
Ｍ
Ｂ
Ａ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の
は
、ア
メ

リ
カ
に
移
っ
て
4
年
目
の
こ
と
で
し
た
。最
初
は
住
ま

い
の
近
く
に
あ
る
大
学
に
1
年
間
通
っ
た
の
で
す
が
、

仕
事
と
大
学
の
授
業
、そ
し
て
自
宅
で
の
勉
強
と
、す

ご
く
ハ
ー
ド
な
生
活
で
し
た
。会
社
の
サ
ポ
ー
ト
に
応

え
る
た
め
に
も
仕
事
は
き
ち
ん
と
し
た
い
。い
い
成
績

で
卒
業
し
た
か
っ
た
の
で
勉
強
も
手
を
抜
き
た
く
な

い
。自
由
な
時
間
を
す
べ
て
排
除
し
て
、結
局
、す
ご

く
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
か
か
り
、日
本
人
が
よ
り

多
く
在
住
す
る
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
移
る
こ
と

も
考
え
ま
し
た
が
、ど
こ
へ
行
っ
て
も
寝
る
、食
べ
る
、勉
強
す

る
、仕
事
を
す
る
。や
る
こ
と
は
そ
の
4
つ
だ
け
。だ
っ
た
ら
も

う
少
し
ゆ
と
り
を
持
た
な
い
と
や
っ
て
い
け
な
い
。仕
事
が
終

わ
っ
た
後
に
大
学
に
通
う
ス
タ
イ
ル
で
は
無
理
だ
と
気
づ
い
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
教
育
で
学
べ
る
ア
リ
ゾ
ナ
州
立
大
学

に
変
え
た
の
で
す
。ま
た一か
ら
の
や
り
直
し
で
し
た
が
、仕
事

を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
き
は
仕
事
に
、勉
強
が
必
要
な
と
き

は
勉
強
に
集
中
し
、う
ま
く
時
間
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、2
年
後
に
は
無
事
、念
願
の
Ｍ
Ｂ
Ａ

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
今
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
が
終
わ
っ
た

段
階
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。日
本
か
ら
米
国
ア
イ・ビ
ー・エ
ム
へ

移
っ
た
時
点
で一
段
階
昇
進
し
た
の
で
す
が
、そ
の
後
7
年
の

間
に
2
段
階
上
が
り
ま
し
た
。キ
ャ
リ
ア
が
上
が
っ
て
い
く
こ

と
は
、会
社
に
認
め
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
は一つ
の
目
標
で
す
。何
よ
り
仕
事
が
好
き
な

の
で
、普
通
の
人
の
倍
は
働
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
し
、そ
の
努

力
や
磨
い
た
ス
キ
ル
が
認
め
ら
え
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

今
は
半
導
体
設
計
の
部
門
で
シ
ニ
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
チ
ー

ム
を
ま
と
め
て
い
ま
す
が
、い
ず
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
事
も
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

　
私
は
、「
無
理
そ
う
だ
か
ら
や
め
る
」と
い
う
の
は
大
嫌
い
な

の
で
す
。と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
て
、最
大
限
の
努
力
を
し
て
、

そ
れ
で
も
駄
目
だ
っ
た
ら
諦
め
れ
ば
い
い
。だ
か
ら
後
輩
の
皆

さ
ん
は
、チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
何
に
で
も
ト
ラ
イ
し
て
ほ
し
い
。

そ
れ
が
で
き
る
時
期
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
。 
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このシリ

級友の方

バスケットボールの強豪、京都・洛南高校出身。同志社大
学入学後、体育会バスケットボール部へ入部したが、「より
多くの人と出会い、いろいろな世界を見たい」と退部。多種
多様なアルバイトをして10カ国以上の外国を訪れたことが、
海外で働きたいと思う原点になったという。ＵＢＳ銀行では、
自分の後に続く若い力の発掘にも尽力。その結果、同じ同
志社大学の後輩を含め、3人の若手が入社した他、為替業
務では珍しい新卒の採用も実現した。「関東の大学が就職
に有利だといわれる中で、同志社は決して負けていない。関
西にも優秀な人材がたくさんいるということを、企業側ももっ
と考えるべきですね」という言葉には説得力がある。 

東川 宗照さん 
【1998年経済学部卒業】 
ＵＢＳ銀行東京支店 
外国為替部 ＦＸアドバイザー 
ディレクター 
 

　
海
外
で
働
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
、も
と
も
と
は
商

社
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
。た
だ
、就
職
活
動
で
1
0
0
社

以
上
を
回
り
、最
終
的
に
決
め
た
の
が
東
京
三
菱
銀
行
で
し

た
。東
京
銀
行
時
代
か
ら
海
外
に
強
く
、海
外
で
働
く
と
い

う
希
望
が
叶
う
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。そ
し
て
名

古
屋
で
4
年
間
、主
に
法
人
担
当
の
営
業
を
し
、大
阪
に
い

た
2
年
間
で
為
替
の
仕
事
を
経
験
し
ま
し
た
。 

　
現
在
の
Ｕ
Ｂ
Ｓ
銀
行
に
移
っ
た
の
は
2
0
0
2
年
の
こ
と

で
し
た
。東
京
三
菱
時
代
の
同
僚
が
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
転
職
し
て
い
て

誘
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
が
、最
初
は
お
断
り
す
る
つ

も
り
で
し
た
。名
古
屋
で
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
す

る
中
で
初
め
て
為
替
と
出
合
い
、大
阪
で
は
自
分

の
希
望
ど
お
り
為
替
の
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
え

た
。大
阪
で一か
ら
教
育
を
受
け
、さ
あ
こ
れ
か
ら

と
い
う
時
に
会
社
を
変
わ
る
の
で
す
か
ら
、自
分

で
も
ず
い
ぶ
ん
悩
み
ま
し
た
し
、Ｕ
Ｂ
Ｓ
と
い
う
日

本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
会
社
へ
移
る
と

い
う
こ
と
で
、当
然
周
囲
も
反
対
で
し
た
。し
か
し
、

為
替
の
仕
事
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
大
阪
の
2
年
間

で
知
り
、あ
る
程
度
の
知
識
と
自
信
も
つ
い
た
と

こ
ろ
で
、日
本
と
は
ま
っ
た
く
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
違

う
外
資
系
の
銀
行
で
自
分
の
実
力
を
試
し
て
み

た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
、転
職
を
決
意
し

た
の
で
す
。 

　
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
商
品
を
作
る
、

オ
プ
シ
ョ
ン
で
い
ろ
ん
な
も
の
を
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

し
て
い
く
。東
京
三
菱
で
携
わ
っ
た
為
替
の
仕
事

も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
移
っ
て

も
基
本
的
な
仕
事
内
容
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、東
京
三
菱
時
代
と
違
う
の
は
、や
は
り
日

本
で
の
会
社
の
規
模
が
小
さ
く
、メ
ン
バ
ー
の
数
も
少
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。だ
か
ら
す
べ
て
を
自
分
た
ち
で
や
ら
な
い
と

い
け
な
い
。既
存
顧
客
の
ケ
ア
も
新
規
開
拓
も
、さ
ら
に
は
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
作
る
こ
と
も
、そ
れ
ぞ
れ
が
少
な
い
人
数
で

最
大
の
収
益
を
上
げ
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
と
い
う

こ
と
を
常
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、Ｕ
Ｂ
Ｓ
銀
行
は
東
京
に
お

け
る
外
国
為
替
の
シ
ェ
ア
で
は
ト
ッ
プ
な
の
で
す
。デ
イ
ト
レ
ー

ド
を
扱
う
業
者
の
バッ
ク
に
あ
る
デ
ー
タ
も
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
も
の
で

す
。こ
れ
は
社
員
の
能
力
の
高
さ
と
と
も
に
、チ
ャ
ン
ス
を
逃

が
さ
な
い
意
思
決
定
の
早
さ
が
あ
る
か
ら
で
す
。邦
銀
と
は

違
う
こ
と
を
考
え
、そ
れ
を
い
ち
早
く
実
現
し
て
い
く
と
い

う
戦
略
が
、Ｕ
Ｂ
Ｓ
銀
行
の
何
よ
り
の
強
み
で
す
ね
。 

　
学
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、就
職
活
動
の
た
め
の
学
生
生
活

を
送
る
の
で
は
な
く
、自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
ほ
し

い
。限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、や
り
た
い
こ
と
を
や
る
。そ
れ

が
結
果
的
に
い
ち
ば
ん
伸
び
る
と
思
う
の
で
す
。社
会
人
に

な
っ
て
思
う
の
は
、常
に
自
分
も
進
化
し
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。自
分
が
進
化
し
な
い
と
会
社
も
進

化
し
な
い
し
、お
客
様
も
進
化
で
き
な
い
。最
近
私
は
、イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言

葉
を
常
に
頭
に
置
い
て
い
ま
す
。革
新
、人
と
の
交
流
、そ
し

て
想
像
力
。社
会
人
10
年
目
に
な
っ
て
改
め
て
そ
う
い
う
こ

と
が
重
要
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
海
外
で
働
き
た
い
と
い
う
思
い
は
今
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。そ
れ
が
転
職
を
決
め
た
理
由
の一つ
で
も
あ
り
ま
す
か

ら
。い
つ
か
金
融
の
中
心
地
で
あ
る
ロ
ン
ド
ン
で
働
き
た
い
、そ

れ
が
今
の
私
の
夢
で
す
。 

 　
新
し
い
半
導
体
プ
ロ
セ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
常
に
米
国
ア
イ・

ビ
ー・エ
ム
で
始
ま
り
ま
す
。し
か
も
、米
国
ア
イ・ビ
ー・エ
ム
に

は
、1
日
8
時
間
、週
40
時
間
を
守
れ
ば
、ど
の
よ
う
な
時
間

に
働
い
て
も
い
い
と
い
う
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。こ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
教
育
で
学
べ
る
ア
リ
ゾ
ナ
州
立
大
学

に
変
え
た
の
で
す
。ま
た一か
ら
の
や
り
直
し
で
し
た
が
、仕
事

を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
き
は
仕
事
に
、勉
強
が
必
要
な
と
き

は
勉
強
に
集
中
し
、う
ま
く
時
間
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
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昨年4月、学内の省エネ、廃棄物などの環境問題に、大学と学生が協力して
取り組むため、同志社エコプロジェクト（ＤＥＰ）を立ち上げました。 
エコプロジェクトは、学内の省エネ、廃棄物、自然環境の保全活動に取り組
むとともに、環境シンポジウムの開催など社会への提言を行ってきました。 
今年は日本で洞爺湖サミットが開催され、その主要なテーマとして地球温
暖化などの環境問題が大きなテーマといわれています。そこで今年6月、
ＤＥＰの学生が中心となり、地球規模の環境破壊の問題に関して、Ｇ8、中国、
インドなどの学生たちを京都に招致し、地球市民の立場から議論を展開す
る「世界学生環境サミットin京都」開催を企画しました。 
本サミットでは、｢環境とエネルギー技術｣、｢環境と持続可能な社会」を主
なテーマとして、世界各国の学生たちが活発な議論を展開し、未来へのメ
ッセージを発信します。 
世界各国の大学から参加する学生たちと地球の未来に関する議論をして
みませんか。 
サミット参加のボランティアスタッフを募集中です。 
 
【お問い合せ先】 
世界学生環境サミットｉｎ京都実行委員会事務局 
同志社ローム記念館302 
TEL:0774-65-7851・7852　http://st-summit.doshisha.ac.jp/ 
 

「何か打ち込めるコトない？」という方に朗報です！プロジェクトに参加して、
スキルアップをはかりませんか？ 
 
《誘致プロジェクト》 
●大学生キャリアサポートプロジェクト 
　（参加団体：独立行政法人　雇用・能力開発機構　私のしごと館） 
●実用情報をのせた3Dアニメプロジェクト 
　（参加企業：ダイキン工業株式会社） 
●新しい「シリアスゲーム」教材企画プロジェクト 
　（参加企業：株式会社ベネッセ・コーポレーション、 
　  株式会社 空、株式会社アントルビーンズ） 
●BR－モバイルカレッジ（参加企業：ビジネスラリアート株式会社） 
●マナビジョン 
　（参加企業：株式会社アルケアルコ、カゴヤ・ジャパン株式会社） 
●手書きでデジタルプロジェクト（参加企業：株式会社シールズ） 
●同志社エコプロジェクト～環境問題に係わるテレビ番組制作プロジェクト 
　（参加企業：同志社大学、株式会社KCN京都） 
 
《公募プロジェクト》 
●全学リサーチ・カンパニー　 
●同志社レスキューロボットプロジェクト 
●メールで奏でる京都 
 
《コアプロジェクト》 
●学生コアスタッフ 
各プロジェクトの詳細、メンバー申込票のダウンロードは、ローム記念館ホ
ームページ（http://rohm.drm.doshisha.ac.jp/）からどうぞ。 
【お問い合わせ先】京田辺校地総務課（ローム記念館事務室） 
TEL：0774-65-7800　 E-mail：jt-rohm@mail.doshisha.ac.jp

京田辺校地ではオリエンテーション期間の4/2～4/7、今出川校地では
4/3～4/5に、クラブ・サークル活動紹介・入部受付を行っています。新入
生歓迎イベントも続々と開催します！ 
【京田辺校地ハローホール(多目的ホール)】　 
●4月8日(火)同志社交響楽団「新歓コンサート」　　　　　 　 時間未定 
●4月9日(水)邦楽部「新入生歓迎演奏会」　　　　　　　　　 時間未定 
●4月10日(木)F.B.I.「新歓上映会」　　　　　　　　　　  　 時間未定 
●4月11日(金)F.B.I.「新歓上映会」　　　　　　　　　　  　 時間未定 
●4月14日(月)neuf「新歓ショー」　　　　　　　　　　　 　 時間未定 
●4月17日(木)soul 2 soul「新歓ダンスステージ」　　　 　 12：30～ 
●4月19日(土)FAC「１,２回生コンサート」　　　　　　    　  13：00～ 
●4月25日(金)喜劇研究会「新歓ライブ」                　　  　 13：30～ 
●4月26日(土)The Amplugged「新歓ライブ」　　　　　 　 時間未定 
●4月28日(月)映画研究会「上映会」　　　　　　　　　　  　時間未定 
【寒梅館ハーディーホール】 
●5月5日（月・祝）ギタークラブ 
「第3回 現役＆ＯＢ共同コンサート“Concert Collaboration”」16：00～ 
【寒梅館クローバーホール】 
●4月25日（金）F.B.I.「新歓上映会」12：30～ 
【新町別館小ホール】 
●4月25日（金）～4月27日（日）演劇集団Q「新入生歓迎公演（演目未定）」 
※1日目18時～、2日目14時～／18時～、3日目14時（開場は開演の30分前） 
【学外】 
●4月12日（土）・13日（日）能楽部狂言会「卯月狂言会」 
御香宮神社（近鉄桃山御陵駅・京阪伏見桃山駅下車） 
※12日 13：00～／13日 10：00～ 入場無料 
●4月27日（日）鉄道同好会「鉄道博覧会in伊賀2008」10:00～16:00 
伊賀鉄道上野車庫（伊賀鉄道上野市駅） 入場無料 
●5月3日（土・祝）ギタークラブ 
「同志社ギタークラブ×立教スペインギタークラブジョイントコンサート」時間未定 
彩の国さいたま芸術劇場（埼玉県） 入場料未定 
●5月31日（土）マンドリンクラブ「第152回定期演奏会」18：00～ 
大阪府立青少年会館（JR森ノ宮駅より徒歩10分、地下鉄森ノ宮駅から徒歩8分） 
入場料500円 
【お問い合わせ先】京田辺校地学生支援課　 TEL:0774-65-7410 
　　　　　　　　 今出川校地学生支援課　 TEL:075-201-3270

上

 

 

 

 

 

CLAP うたとお芝居のワークショップ参加者募集！ ！ 

♪観に行こう聴きに行こう♪―学生団体4月～5月の活動予定― 

今出川校地 
【日　時】4月21日(月)　10：00～15：45（休憩11：15～12：15） 
【場　所】今出川校地　明徳館ラウンジ前 
【お問い合わせ先】今出川校地学生支援課　TEL:075-251-3281 
京田辺校地 
【日　時】4月18日(金)　10：15～15：30（休憩11：15～12：15） 
【場　所】ラーネッド記念図書館裏 
【お問い合わせ先】京田辺校地学生支援課　TEL:0774-65-7435

学生保健部会　献血 
同志社大学今出川校地学生支援課では、より多くの方に、寒梅館のイベント
をきっかけとして本学および本学学生の活動に関心を持っていただくため
に、私たちとともに催しを盛り上げてくださる方を募集しています。お申し
込みは、今出川校地学生支援課窓口にて随時受付中です。 
 
【対　象】一般・他学生（本学学生・教職員は対象外）　 
【会費無料】 
【特　典】寒梅館イベント情報の郵送、案内メール配信、映画招待券やコン
サート入場券のプレゼント・入場料割引、学生団体による公演・お芝居等へ
のご招待、寒梅館レストランでの割引 etc. 
【お問い合わせ先】今出川校地学生支援課　ＴＥＬ：075-251-3270

Hardience（ハーディー友の会）メンバー募集中！ 

同志社ローム記念館プロジェクトメンバー募集 

「世界学生環境サミットin京都」ボランティアスタッフ募集 
◆上演作品：「セロ弾きのゴーシュ」　原作：宮澤賢治　作曲：林光　 
◆公演日：2008年7月6日（日） 
◆練習日程：主に6月までの毎週水曜日18：00～21：00 
　※上記の他、休日練習・公演直前練習・自主練習があります。詳細は申込書を参照してください。 
◆練習会場：同志社大学寒梅館 
◆募集対象：積極的に練習に参加できる方・7/6（日）の公演に出演できる方　
および4日、5日の直前練習に出席できる方・小学生～50歳くらいまで。 
　※小学生は保護者と一緒に参加してください。 
　※練習はほとんどの時間、立ったり動いたりしながら行います。 
　　体力に不安のある方はご相談ください。 
◆募集人数：未定　 

◆講師：二口大学（演出・演技指導）　 
　伊東恵司（指揮・合唱指導）　川上明子（舞台監督・舞台制作指導）ほか 
◆参加費（予定）：中学生～大学生3,000円　一般・本学教職員10,000円　小学生1,000円 
◆申込方法◆ 
参加申込書（学生支援課窓口にあります）を学生支援課窓口（両校地可）ま
で提出してください。　申込期間：4月1日（火）～4月21日（月） 

ふたくち だいがく 
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同級生、上級生＆教職員スタッフと触れ合う1泊2日。新入生の皆さんが有
意義な大学生活を送るきっかけとして、また学部を超えた友人を作るチャ
ンスとして、ふるってご参加ください！ 
【日　程】①4月12日(土)～13日(日)　②4月19日(土)～20日(日) 
【定　員】各回80人(学部新入生対象)　【参加費】5700円 
【場　所】同志社びわこリトリートセンター 
【お申し込み】①4月2日(水)～8日(火)　②4月2日(水)～15日(火) ※先着順受付 
3月に郵送されている申込書に記入のうえ、両校地いずれかの学生支援課
へ（定員になり次第、受付終了）。 
【お問い合わせ先】京田辺校地学生支援課　 TEL:0774-65-7410 
　　　　　　　　 今出川校地学生支援課　 TEL:075-251-3270

■「オムニバス食堂」「各専門店（4店）」が変わります 
コンセプトは、①単に食べるだけのスペースではなく「コミュニケーション
スペース」を意識した店作り、②「スピーディー」な食事の提供、③「安く」「お
いしい」という学生食堂本来の役割です。 

■「オリンピア食堂」が変わります 
「Davis Cafe」としてオープン。体育実技を履修する学生や体育会クラブ
に対応。テーピングなどの用品を販売するコンビニ的な空間も設けます。 

開講期間中の毎週火曜日、寒梅館のミニシアター・クローバーホールでは、
映画史に残る名作を特集上映します。 
【会場】寒梅館クローバーホール（地階）【料金】本学学生・教職員はすべて無料 
≪ピナ・バウシュの世界／来日公演記念≫ 
●4月15日（火）16:45～『嘆きの皇太后』（106分） 
　　　　　　　 18:45～『そして船は行く』（127分） 
≪音楽／映画≫ vol.1　シュトックハウゼン生誕80年記念／追悼 
●4月22日（火）16:45～『Helicopter string quartet』（76分）＊日本語字幕なし 
　　　　　　 18:15～　清水穣先生(言文センター)　レクチャー 
　　　　　　 19:15～『シュトックハウゼンの「モメンテ」』（45分） 
【お問い合わせ先】今出川校地学生支援課　TEL:075-251-3270 
※内容は都合により変更となる場合があります。詳細はお問い合わせください。 

キャンパスで学ぶ障がい学生(challenged)のサポートスタッフを募集して
います。初めての方でもできることはたくさんありますので、ぜひパソコン
通訳、ビデオ字幕付けなどのスタッフとして活動してください。各種講習会
も開催していますので、興味のある方は学生支援課障がい学生支援室まで
ご連絡ください。　時給：一律880円 
＜支援活動の内容＞ 
聴覚障害：ノートテイク、パソコン通訳、ビデオ字幕付け、ビデオ文字起こしなど 
視覚障害：講義資料・試験問題の点訳・電子データ化・拡大コピー、 
　　　　 対面朗読、代筆、代読、ガイドヘルプなど 
肢体不自由：代筆、車椅子介助、トイレ介助、食事介助など 
【お問い合わせ先】京田辺校地学生支援課　 TEL:0774-65-7411 
　　　　　　　　 今出川校地学生支援課　 TEL:075-251-3273 
　　　　　　　　 e-mail:jt-care@mail.doshisha.ac.jp

各界でご活躍の方々をお招きし、幅広い知識と教養を書物やテレビを通してで
はなく、直接講師の人柄に接することによって得られる機会として、アッセンブ
リーアワーという時間を設けています。講演会、コンサート、演劇、映画、作品展
等、多様な形態で開催しています。今回も、皆さんの意欲と知識によって企画
をプロデュースする「アッセンブリーアワー学生企画」を募集します。 
【応募要領】●対象：本学学部生　●募集する企画の実施期間：5月～ 
●応募期間：4月14日（月）～5月16日（金） 
●学生支援課（両校地）に備え付けの所定の企画書を提出してください。 
●実施については学生支援課で選考・決定します。 
●実施予算及び補助額は１企画10万円程度とします。 
●企画終了後、報告書及び決算書を提出する必要があります。 
【お問い合わせ先】今出川校地学生支援課　TEL:075-251-3270

京田辺校地ではオ
4/3～4/5に、ク
生歓迎イベントも
【京田辺校地ハロ
●4月8日(火)同志
●4月9日(水)邦楽
●4月10日(木)F
●4月11日(金)F
●4月14日(月)n
●4月17日(木)s
●4月19日(土)F
●4月25日(金)喜
●4月26日(土)T
●4月28日(月)映
【寒梅館ハーディ
●5月5日（月・祝
「第3回 現役＆ＯＢ
【寒梅館クローバ
●4月25日（金）
【新町別館小ホー
●4月25日（金）～
※1日目18時～、2
【学外】 
●4月12日（土）・
御香宮神社（近鉄
※12日 13：00～
●4月27日（日）鉄
伊賀鉄道上野車庫
●5月3日（土・祝
「同志社ギタークラブ
彩の国さいたま芸
●5月31日（土）
大阪府立青少年会館
入場料500円 
【お問い合わせ先
　　　　　　　　

「大学での勉強法～自分の殻を破るために～」 
ドラマ、漫画『ドラゴン桜』に登場するカリスマ英語教師のモデルともなった
竹岡氏に、大学生活を送るうえでのメッセージを熱く語っていただきます。 
【日　時】4月15日(火)15：00～ 
【場　所】京田辺校地ハローホール（多目的ホール） 
【お問い合わせ先】京田辺校地学生支援課　 TEL:0774-65-7410

キャンパスに群生する筍を掘って、筍ご飯作りに挑戦します。香りかぐわし
い筍ご飯を楽しみながら、燃えさかる炎の前で語らえば、初対面でもすぐに
打ち解けられます。2年次生以上の参加も歓迎です。 
【日　時】4月19日(土)13：00～　【場　所】リザーブ1集合(申込不要) 
【参加費】無料（汚れてもよい服装でご参加ください） 
【お問い合わせ先】S-cube（京田辺校地学生支援課・嗣業館1F）　TEL:0774-65-7021

創立者新島襄が1864年に国禁を犯して脱国した地、北海道・函館で“新島
襄の生き方を学び、同志社を見つめ、人と人との出会いやふれあいの中、自
己を振り返ろう”という趣旨で行われる5泊6日の合宿プログラムです。 
【実施期間】2008年8月11日（月）～16日（土） 
【申し込み】2008年4月18日（金）～5月16日（金）に、所定の申込書を
記入のうえ、両校地いずれかの学生支援課へ提出してください。 
※説明会を開催しますので、ぜひご参加ください。 
2008年4月22日（火）15：00～　今出川校地寒梅館地A会議室 
2008年4月23日（水）15：00～　京田辺校地知真館1号館232番教室 
【お問い合わせ先】今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270 
　　　　　　　 　京田辺校地学生支援課　TEL：0774-65-7410

 
「木曜日には何かがある！」を合言葉に、開講期間中の毎週木曜日、映画上
映を中心に多彩なイベントを開催します。 
【会場】寒梅館ハーディーホール　【料金】本学学生・教職員はすべて無料 
 
 
●4月17日（木）映画『象の背中』10:30～／13:30～／16:00～／18:30～ 
　監督：井坂聡　原作：秋元康　出演：役所広司、今井美樹 
●4月24日（木）新作試写会　要整理券（詳細未定） 
●5月8日（木）≪京 eco cinema festival≫プレ企画  
　映画『エリン・ブロコビッチ』15:00／18：30 
　監督：スティーブン・ソダーバーグ　出演：ジュリア・ロバーツ 
●5月15日（木）≪憲法月間　映画のつどい≫映画上映会（詳細未定） 
●5月22日（木）≪京 eco cinema festival≫プレ企画  
　映画『WATARIDORI』15：30／18：30 
　総監督：ジャック・ペラン 
●5月29日（木）映画『トゥーランドット』10:30～／13:00～／15:00～ 
　監督：アラン・ミラー　オペラ演出：チャン・イーモウ 
【お問い合わせ先】今出川校地学生支援課　TEL:075-251-3270 
※内容は都合により変更となる場合があります。6月も毎週木曜日、 
　映画上映を予定しています。詳細はお問い合わせください。 

クローバーシアター 

アッセンブリーアワー学生企画募集 

CL

ＷＯＴ（ワット）＝What's on Thursdays!

ｃｉｎｅｍａ 

障がい学生支援制度サポートスタッフ大募集！ 

新入生対象フレッシャーズキャンプ2008参加者募集！ 

京田辺校地の食堂が4月8日にリニューアルオープン！ 

新入生歓迎特別講演会　竹岡 広信氏 

♪観に行こう

新入生歓迎・筍掘り＆焚き火の会 

第26回函館キャンプ 

今出川校地 
【日　時】4月21
【場　所】今出川校
【お問い合わせ先
京田辺校地 
【日　時】4月18
【場　所】ラーネッ
【お問い合わせ先

学生保健

◆上演作品：「セロ
◆公演日：2008年
◆練習日程：主に6
　※上記の他、休日練習
◆練習会場：同志社
◆募集対象：積極的
および4日、5日の直
　※小学生は保護
　※練習はほとん
　　体力に不安の
◆募集人数：未定　

◆講師：二口大学
　伊東恵司（指揮
◆参加費（予定）：中学生
◆申込方法◆ 
参加申込書（学生
で提出してくださ

ふたくち だいがく 

●カフェテリアFUJIYA（平日9:00～16:00、土曜10:00～14:00） 
カフェテリア方式。新たに店内にフードコンビニ的な空間を設け、 
軽食にも対応します。 

大食堂 

各専門店 
（4店） 

●Davis Cafe

●カリーハウス（カレー） 
●めん風（ラーメン）  
●いも文（麺・丼）  
●ふじカツ（とんかつ） 

平日11：00～21：00　土曜11:00～19:00 
日曜祝日は予約または催事に合わせて臨時営業 
朝食については、クラブ・サークルからの予約対応で営業 

【お問い合わせ先】　京田辺校地学生支援課　TEL：0774-65-7435

平日11:00～15:00 
土曜11:00～14:00
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3
歳
年
上
の
兄
が
や
っ
て
い
た
影
響
で
4
歳

か
ら
始
め
た
レ
ス
リ
ン
グ
。兄
が
通
っ
て
い
た
レ
ス

リ
ン
グ
教
室
に
付
き
添
い
で
行
っ
て
い
る
う
ち
に
、

い
つ
の
間
に
か
そ
の
魅
力
に
引
か
れ
て
い
き
ま
し

た
。最
初
は
た
だ
が
む
し
ゃ
ら
な
だ
け
で
し
た
が
、

幼
稚
園
の
時
に
初
め
て
出
場
し
た
大
会
の
幼
年

の
部
で
初
戦
敗
退
。は
っ
き
り
し
た
記
憶
に
は

残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、そ
の
時
か
ら
負
け
ず
嫌
い

の
性
格
に
火
が
点
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。レ

ス
リ
ン
グ
教
室
も
、幼
稚
園
の
頃
は
同
年
代
の
子

が
3
〜
4
人
し
か
い
な
か
っ
た
の
が
、小
学
校
に

入
る
頃
に
な
る
と
10
人
ほ
ど
に
増
え
、一
緒
に
や

る
の
が
楽
し
か
っ
た
と
い
う
の
と
同
時
に
、ラ
イ
バ

ル
意
識
も
芽
生
え
て
き
て
、負
け
た
く
な
い
と
い

う
気
持
ち
が
出
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
小
学
3

年
生
の
時
、全
国
大
会
に
出
場
し
て
優
勝
。試

合
に
勝
っ
て
、一
生
懸
命
練
習
し
た
結
果
が
出
て

く
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
て
、ま
た
頑
張
ろ
う
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
中
学
を
卒
業
す
る
時
に「
高
校
で
は
レ
ベ
ル

も
上
が
る
し
、続
け
て
い
く
の
は
大
変
か
も
し
れ

な
い
」と
少
し
迷
い
ま
し
た
。け
れ
ど
、結
果
的

に
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
あ
る
高
校
を
自
分
で

選
ん
だ
の
は
、す
っ
か
り
体
に
な
じ
ん
で
い
た
マッ

ト
か
ら
離
れ
る
の
が
嫌
だ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。高
校
で
は
、1
年
生
の
時
に
ジ
ャ
パ
ン
ク
イ

ー
ン
ズ
カ
ッ
プ
の
シ
ニ
ア
の
部
51 
ｋｇ
級
で
準
優
勝
。

2
年
生
で
全
国
女
子
高
校
選
手
権
54 
ｋｇ
級
で

3
位
、3
年
生
で
は
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

　
同
志
社
大
学
へ
の
進
学
は
、幼
稚
園
の
時
か

ら
教
え
て
も
ら
っ
て
い
た
先
生
が
同
志
社
の
監
督

を
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、今
レ
ス

リ
ン
グ
部
に
在
籍
し
て
い
る
女
子
の
先
輩
が
同
じ

レ
ス
リ
ン
グ
教
室
で
一
緒
に
や
っ
て
い
た
人
だ
っ
た

か
ら
、と
い
う
の
が
一
番
の
大
き
な
理
由
で
す
。神

学
部
は
、必
修
科
目
が一つ
し
か
な
く
、自
分
が
や

っ
て
み
た
い
こ
と
を
幅
広
く
勉
強
で
き
る
と
い
う

点
に
惹
か
れ
ま
し
た
。同
志
社
大
学
の
レ
ス
リ
ン

グ
部
は
先
輩
と
後
輩
の
関
係
が
そ
れ
ほ
ど
厳
し

く
な
く
、自
由
な
雰
囲
気
が
あ
る
の
が
好
き
で
す
。

女
子
部
員
は
私
を
含
め
て
二
人
だ
け
で
す
が
、

み
ん
な
明
る
く
て
仲
が
良
く
、体
育
会
と
い
う

空
気
を
あ
ま
り
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
。神
学
部
の

授
業
と
も
し
っ
か
り
両
立
で
き
て
い
ま
す
。 

　
大
学
に
入
っ
て
か
ら
は
、昨
年
4
月
に
Ｊ
Ｏ
Ｃ

杯
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
55 
ｋｇ
級
で
準
優
勝
、7

月
に
は
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
55 
ｋｇ
級
で
優
勝

し
ま
し
た
。今
の
目
標
は
、今
年
の
夏
、初
め
て

出
場
す
る
イ
ン
カ
レ
で
優
勝
す
る
こ
と
で
す
。そ

れ
が
達
成
で
き
れ
ば
、大
学
卒
業
時
に
レ
ス
リ
ン

グ
生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
て
も
悔
い
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

 

挑戦する人 

国枝 美香さん 
【神学部2年次生】 

※学年は取材時 
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